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政党史料の収集・保存について

－新自由クラブ関係文書を事例として一

山本真生子

【要旨】

政党史料は、公文書や政治関係者の個人文書と並ぶ重要な政治史料であるにもかかわらず、その

実態はあまり知られていない。そこで本稿では、若干の政党史料を有する国立国会図書館憲政資料

室の史料を検討することにより、政党史料の管理・保存の現状について考察し、さらに将来的な収

集・保存に対する見通しを提示した。始めに、同室の政党史料を、出所に基づいて「個人旧蔵史料｣、

｢政党旧蔵史料｣、「国立国会図書館執務資料」に分類し、それぞれの特徴を把握した。続いて、比

較的まとまった史料群として、政党旧蔵の史料である「新自由クラブ関係文書」に焦点を当てて詳

察した。その結果、次のようなことを見てとることができた。(1)政党史料としてある程度の網羅

性が期待できるのは、政党事務局などが一括して保管していた政党旧蔵史料である。（2）しかしな

がら、そのような史料群でさえ、実際には政党組織体の文書作成活動を必ずしも充分に反映してい

ない。その理由として考えられるのは、i)政党による文書管理が不充分である可能性、ii)政党

自身が保存・公開を望まない文書は、予め史料群から取り除かれている可能性、などである。（3）

加えて、史料保存機関に史料が収蔵されるのは政党解散後であることが多く、その党の歴史が長い

場合などには、網羅的な史料群が残りにくい可能性がある。また、保存に意欲的な政党関係者が存

在していることが必要である場合も多い。（4）他方、個人旧蔵文書等の中に、部分的であれ政党史

料があることがあり、政党自らが保存対象としない類の史料をも含んでいる場合もある。また、党

内特定部署や特定活動のみから生じた史料が史料保存機関に収蔵されることもある。これらは、政

党から一括して引継がれるような史料群を補完し得る。（5）ただし、今後はやはり政党自身による

積極的な管理・保存意識が求められる。
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はじめに－本稿における問題設定と目的一

ー

政党の記録史料については現在、あまり多くのことは知られていない。近代以降の政党政治の歴史を

もつわが国において、政党史料は本来、公文書や、政治家などの政治関係者個人の記録史料と並ぶ重要

な政治史料である。だが、公文書のような保存の制度的枠組みをもたず、また、個人の記録史料に比べ

ても、文書館、史料館等に収蔵されるケースは極めて少ない。そのため、史料的価値に見あう利用がな

されるどころか、史料が存在するか否かの事実の確認さえ困難な現状であるといえる。他の各種民間団

体、組織等と比べても、政党の文書は、管理・保存の実態が見えていない実情である。

そのような中、日本近現代政治史料を収集・保存する国立国会図書館憲政資料室には、数少ないなが

らも政党関係の史料が収蔵されている。この憲政資料室史料の収蔵経緯や、内容等を検討することによ

って、政党史料の在りようの片鱗でも捉えることができれば、将来的に、政党史料というものについて

より広く把握することや、その収集・保存に関する何らかの見通しを得ることへもつながっていくので

はないかと考える。したがって、この検討作業を本稿において行いたい。

特に、憲政資料室の政党史料の中でも、同室が1988年に公開した「新自由クラブ関係文書」は、新自

由クラブの事務局が所管していた史料を一括して同室に収蔵したというものであり、一政党の史料群と

して比較的まとまったかたちで残された事例といえる。そのため、同史料を検討の中心に据え、不充分

ながら、その中身の分析も試みつつ政党史料について考えていくことにする。

以下、Iにおいて、憲政資料室に収蔵されている政党関係史料全体を概観し、その特徴をまとめた上

で、Ⅱにおいて「新自由クラブ関係文書」を詳しく見ていく。組織体とそれが生んだ史料群との関係を

確認した上で、政党における資料保存の実際についても、できる範囲で検討する。そして最後に、政党

史料の収集・保存についてより広く考察することにする。

I・憲政資料室における政党史料の概要

一個人旧蔵史料・政党旧蔵史料・国立国会図書館執務資料一

憲政資料室収蔵史料のうち政党関係のものを、その史料群の出所の種類から次のように大別してみる

とする。①政治家ないし政治関係者の旧蔵史料。すなわち、政党関係の記録資料が政治関係者個人の手

許資料として使われた後、個人文書のかたちで残されたもの。②政党の旧蔵史料。政党の事務局等が保

管していたものである。③国立国会図書館執務資料。これは、同館の、主として国会サービス所掌部署

において執務用に収集した資料が中心で、利用を終えた後に史料として憲政資料室に移管されたもので

ある。本稿では、「政党史料」として②に検討の主眼を置いている。なぜなら、本稿における問題意識

のうちには、そもそも記録を生んだ政党それ自体が、その記録を史料としてどのように残しているのか、

いないのか、ということが含まれるためである。そして、②との比較の対象として、①の個人旧蔵政党

史料や③の国立国会図書館執務資料を検討することにする。

ここで、まず始めに①～③のそれぞれにつき、その収蔵経緯や全般的な特徴をごく大雑把に概観して

おく。

1．①政治家・政治関係者旧蔵史料

憲政資料室収蔵の近現代政治史料は、大半が政治家や官僚、軍人といった政治関係者個人の旧蔵文書

(もんじよ）である。それらは、例えば「伊藤博文関係文書」のように、旧蔵者名を冠した文書名をも
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ち、内容的には、書翰や、その個人の政治的な履歴に応じて発生した様々な書類等から成る。文書史料

群によっては、この様々の書類のうちに、政党関係の史料が含まれているものもある。憲政資料室に収

蔵されている個人旧蔵の政党関係史料は、基本的にこのような、個人文書の中の一部という形で残され

ているものである')。

＜収蔵経緯＞

個人文書の収蔵経緯は多様である。史料旧蔵者やその遺族が自ら憲政資料室への寄贈または寄託を望

む場合もあれば、憲政資料室の担当者が史料情報を収集し、旧蔵者・遺族に収蔵を申し出る場合もある。

また、地方の文書館など他の史料保存機関が所蔵する史料をマイクロフイルム等の複製形態で収集・保

存する場合もある。

＜全般的特徴＞

次に、これらの史料群そのものにまつわる特徴として、幾つかあげられる中で、ここでは以下の三点

を指摘しておく。

第一に、史料はしばしば、旧蔵者である政治家・政治関係者がその政党にかかわった期間のものに限

られるという点である。このことは政党関係の史料に限らず、個人文書の中に含まれている全ての史料

についていえる。ただし、個人文書の中でも、例えば当該人物が入閣した内閣の関係史料であるとか、

当事者となった特定の事件や政策の関係史料など、人物個人に結びつきが強い事項の関係史料とは異な

り、個人文書中にある政党史料は、そのカバーする時間的範囲が、政党自体の存続期間全体に比して短

いことが多く、網羅性の点で不充分となりがちである。

第二に、少なくとも憲政資料室が収蔵する大半の個人文書において、政党関係史料は、含まれていた

としても量的に僅かだという点である。政党内で大きな役割を担った政治家の旧蔵文書に、政党史料が

一点も存在しない例も少なくない。存在しても数点程度であるなど、史料の残り方は極めて不充分であ

ることが多いのである。政党関係史料が相当量まとまって含まれている個人文書の稀少な例には、「浅沼

稲次郎関係文書」「藤牧新平文書」「林虎雄文書」「只松祐治文書」等がある。いずれも戦前、戦後の無産

政党や社会主義政党の史料を含んだ史料群である。これらの史料群の目録を見ると、政党関係史料が独

立した目次項目を構成し得ている。他方、ほとんどの個人文書における政党史料は、量・質ともに（主

題分類）目録の一項目を構成するに至らず、政党関連以外の政治関係史料の中に混在、埋没している。

第三に、政党旧蔵史料の場合には、政党が予め自身にとって不都合なものを取り除くことがあるのに

対し、個人文書中の政党史料はそうした選別を免れ、政党旧蔵史料には残りにくい史料をも残している

可能性が大きい点である。

なお、個人旧蔵史料特有の価値という点から付け加えると、個人文書の中には、政党組織体が生んだ

記録文書以外に、個人が政党活動の中で生んだ貴重な史料が含まれていることが少なくない。例えば、

党の意思決定にかかわる内容の書翰や日記・覚書の類、また政党の最終的な記録文書が完成される前の

段階における、政党政治家個人の検討や修正の軌跡を辿ることができる草稿類、メモ類などである。

2．②政党旧蔵史料

憲政資料室において政党旧蔵史料は、収蔵件数そのものが僅かではあるが、本稿冒頭であげた「新自

1）例外として、「憲政資料室収集文書1309」の自由党憲法調査会関係の史料がある。元内閣総理大臣田中角栄

の手許資料の中から発見されたものであるが、政党関係史料のみが一史料群を形成する形態で収蔵されてい

る。なお、「憲政資料室収集文書」とは、数量的に小さい等の理由から、独立した一文書と見なすに十分で

ない史料群を、同一ファイルの下にまとめるために立てられた文書群である。

－97－



ー

国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究編第1号（通巻第36号）

由クラブ関係文書」のほかに「民社党国際局資料」が挙げられる。また、戦前の立憲民政党の政務資料

である「桜田文庫」は、もとは立憲民政党政務調査館（民政党が昭和2年に党の政策立案機関兼図書館

として設立）の収蔵史料であったものが、現在では憲政資料室に引き継がれて公開されているものであ

る2)。その他、現在整理中で未公開の史料にも、政党事務局から引き継いだものがある。

＜収蔵経緯＞

基本的に、政党の事務局や事務局関係者が保管していた史料である。それらが憲政資料室に収められ

た経緯は、少なくとも今までの例では、大要において次のようなものである。それは、政党の関係者と

憲政資料室との間に、国立国会図書館の国会サービス部署関係者などが介在して史料寄贈に至るという

経緯である。すなわち、例えば政党関係者が図書館の国会サービス部署関係者を通じて憲政資料室の存

在を知る、或いは後者をとおして憲政資料室へ史料寄贈の打診を行う、といったことがなされる。同室

のような政治史料保存機能が、国立国会図書館という国会に付置された機関内に存在することの、ユニ

ークな副次的効果といえるかもしれない3)。

こうした寄贈の場合に見られるもう一つの特徴として、記録文書の保管を担っていた事務局関係者な

ど、個人の意向が強く働いて寄贈が実現している、というのが現在までのところである。党組織体が全

体として自身の記録の保存にどの程度の認識を有し、保存を目した記録管理の仕組みをもっているのか

は不明である。記録史料保存の観点からは、政党組織そのものが保存に積極的な意識をもつのが望まし

いが、少なくとも現在、政党内の個人の意向を汲みあげるのに国立国会図書館の特有の立場が一定の役

割を果たしているのも事実である。

さらに、史料が収蔵される時期について次のことがいえる。政党、または記録を生んだ党内部署・機

構等が活動を終えた時、または組織改編等を行った時に、史料が寄贈され易いということである。「新

自由クラブ関係文書」は1986年の党解散後に憲政資料室に寄贈され、「民社党国際局資料」は、同党が

新たに新進党結党に向かう直前の1994年に寄贈されている。政治組織が内部記録を含めた史料を外部機

関に引き継がせ、公開させる以上、組織体の活動終了を待つことになるのは、ある意味当然であるかも

しれない4)。

＜全般的特徴＞

「新自由クラブ関係文書」を例外として、憲政資料室がこれまでに収蔵した政党旧蔵史料は、もとも

と政党組織の全体から生じた史料群ではない。例えば、「民社党国際局資料」は政党内の一部署で生じ

た史料群である。現在整理中の政党史料の中にも、そのようなものがある。また戦前史料の「桜田文庫」

2）正確には、同文庫は図書及び非図書文書類から成り、図書は国立国会図書館の一般図書として収蔵され、文

書類が憲政資料室所管となった。文書類は党の執務用資料だったものであるが、党内で作成されたものは少

なく、大半がもともと官庁等の作成資料である。なお、この立憲民政党政務調査館収蔵図書の基礎となった

のは、同党幹部江木翼の旧蔵書である。

3）憲政資料室に類似の機関として、衆議院事務局に置かれた憲政記念館がある。憲政資料室が、文書史料を対

象とする政治史料アーカイブズの役割を担っているのに対し、憲政記念館は国民に対する啓蒙の役割を担い、

自らの収蔵史料や他機関の政治関係史料を用いて常設展示会や特別展示会を行っている。同館の収蔵史料に

は、政治家の遺品等、文書以外にも幅広い史料が含まれている。

4）他の史料収蔵機関における特殊な例として、戦前・戦後の社会主義政党の史料を収蔵する法政大学大原社会

問題研究所(1919年設立）では、特に戦前期、一部の政党との緊密な関係により、活動中の政党の記録史料

を時宜に応じて収蔵していたようである。これは、政党が同研究所を安全な記録保管機関と見なしていたた

めと思われる。（二村一夫「戦前資料について」「法政大学大原社会問題研究所資料室報」NQ129、1967.4、

pp23-41)
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は、偶然残されていたごく部分的な執務用資料である。つまり、これらは政党の組織体全体を反映する

史料群構造をもつものではない。逆にいえば、組織体全体の包括的な史料群はなかなか残らなくとも、

党内の特定の領域や特定の活動から生じた記録は、ある程度まとまって残され得るということではない

だろうか。

全般的な特徴をもう一点あげると、史料として収蔵されるに先立って、取り除かれてしまう記録が多

いことがある。無論、政党史料に限らずあらゆる種類の史料において、旧蔵者が保存や公開に不都合、

不適切と考える史料を予め保存対象から外すことはなされていると思われる。個人文書の場合、プライ

バシーにかかわる内容の書翰や日誌などが除かれることが多い。逆に、個人文書中の政党史料は、政党

組織体自身にとっては残すに望ましくないものであっても、旧蔵者による選別を免れて残されることも

ある。これに対して、政党旧蔵の政党史料の場合、基本的にそのような史料は残り難いといえる。

3．③国立国会図書館執務資料

国立国会図書館内の国会サービス部署が執務用に収集した政党関係の資料が、後に政治史料として憲

政資料室に収蔵されたものである。「社会民主連合資料」（憲政資料室収集文書1327)や「戦後政党大会

資料」（同1332～1339)などで、いずれも党大会資料やパンフレット類などを中心とした史料群である。

｢戦後政党大会資料」は自由民主党、民主社会党、日本社会党など戦後の計八政党の党大会資料であり5)、

中には日本社会党、新自由クラブその他、憲政資料室所管の他の政党関係史料と補完しあう内容のもの

もある。

＜収蔵経緯＞

既述のとおり、国立国会図書館内で執務用に収集された資料が憲政資料室に移管された、というもの

である。ただ、同館内にこのような史料移管の仕組み、すなわち一つの部署で収集した政党関係・政治

関係資料が、非現用となった後に憲政資料室に収蔵される、という確立した仕組みがあるわけではない。

収集した部署または憲政資料室の職員が、保存するに相応しい史料であると気づくことで、収蔵されて

きた。中には、何時いかなる目的で収集されたのかが不明であるような古い資料が、棚の奥などから偶

然発見され、所定の手続きを経て憲政資料室史料となった場合もある6)。②の政党旧蔵史料の場合と同

様、立法府に置かれた機関である国立国会図書館に特有の史料収蔵経緯だといえる。

＜全般的特徴＞

史料が基本的に戦後政党のものであることは、戦後に設立された国立国会図書館の執務用収集である

ことから、言わずもがなであるかもしれない。また、国会サービス所掌部署の収集資料は、収集の時点

で現役活動中である政党のものが多い。この点は、組織の活動終了時や改編時に初めて史料が表に出る

場合が多い②の政党旧蔵史料とは対照的である。

その一方で、執務用収集資料は、種類において限られたものにならざるを得ない。活動中の政党にと

って外部の目に触れても差し支えない資料で、さらにはその資料の存在が党外の知るところとして収集

対象にされるような資料となると、事実上、政党が比較的広範洲に配布することをII的に作成したもの

が大半を占めることになる。党大会の配布資料やパンフレット、ポスターの類である。内部記録、殊に

党内の意思決定過程で生じた記録などは、やはり①の個人文書や②のような政党本体からの寄贈史料と

して収蔵されている。

5）

6）

自由党、自由民主党、民主社会党、II本社会党、沖縄社会大衆党、社会市民連合、新I'IIIIクラブ、新進党。

因みに、「戦後日本共産党関係資料」（憲政資料室収集文書l340)は憲政資料室の中において史料が発見され

た例である。
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さらに、この執務用収集資料はあくまで国立国会図書館内のいずれかの部署で必要が生じた場合に、

必要分だけ入手するものであるため、本質的に部分的なものとなる。例えば、党大会資料は特定年度の

もの、或いは何年か分だけになる。それであっても、憲政資料室に収蔵されるに至るだけの一定の量

的・内容的まとまりや、政治史料としての有用性をもっているのには違いなく、さらには、先に述べた

とおり結果的に他の政党関係史料群と補完しあうことになる場合もあることから、限定的な量や種類で

あっても、可能なだけ収蔵していくことに意義があると思われる。

Ⅱ．「新自由クラブ関係文書」

続いて、本稿で主眼を侭きたいと考える②政党旧蔵史料の一例として、「新自由クラブ関係文書」に

焦点を当てる。

1．史料群のあらまし

新自由クラブは1976年6月、自由民主党を離党した河野洋平、田川誠一、西岡武夫ら計6名の国会議

員が結成した保守新党である。結党当初は新しいタイプの保守党としてブームを起こすが、路線をめぐ

って生じた離党問題や、社会民主連合との統一会派結成、自由民主党への接近と連立政権参加等の変遷

を経て、1986年8月に解党する。

憲政資料室の「新自lllクラブ関係文書」は、同党事務局が所管していた記録文書群である。1988年、

元代表河野洋平氏の名義で憲政資料室に寄贈された。だが、そもそも史料寄贈の話が生じたのはそれよ

り約一年半前、同党解党から問もない時期であった。河野洋平事務所の石川達男氏および元新自由クラ

ブ事務局次長・森田敦夫氏と憲政資料室との間で、党解散に伴う史料散逸の防止を目的とする寄贈の合

意がなされた。なお、このとき国立国会図書館専門調査員が介在して両者間を繋いだ経緯がある。

事務局の所管文書を一括して引き継いだ経緯からもうかがえるように、組織体の史料としては一定程

度の包括性が見込まれる史料群である。史料総数は1200点余り、結党から解党までの期間の事務文書が

中心である。史料は党内の幅広い部署、機構、活動から生じており、紙史料のほかフロッピーディスク

も含まれていて、収蔵当時の憲政資料室では、新形態の史料として注目された。その他、若干の図書、

ポスター、写真類や、カセットテープ、ビデオテープも含まれている。

2．新自由クラブの組織体構造

「新自由クラブ関係文書」という一史料群の中身に着目していく以上、予め同党組織体の構造をおさ

えておく必要がある。「新自由クラブ全国連合会則」にその規定を見ることができる7)。

同党の役員は、代表（党を代表し、党の事務を総理)、幹事長（代表及び副代表を補佐して党の運営

事務を掌理。委員会及び事務局を総括)、常任幹事（2～10人。幹事長を補佐して運営事務を分掌)、綱

紀委員（5～10人)、政治倫理委員(5～10人）のほか、必要に応じて置かれる副代表及び副幹事長で

構成される。

代表、幹事長、常任幹事（及び副代表、副幹事長）が組織する常任幹事会は、事実上、党の最高首脳

部と考えられるが、II常業務の執行のほか、全国代議員大会や全国幹事会に提出する議案．報告の作成、

選挙候補者の公認及び推薦の決定等を行う。

7）「新自由クラブ全国連合会則」第二十三条～第六十四条。（｢月刊新自由クラブ」恥12,1978.3、pp.110119.)
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会則で党の運営機関とされていたのは全国幹事会である。代表、幹事長、常任幹事及びその他の幹事

で組織される。代表が必要と認めた場合等に招集され、基本政策の原案作成、活動方針の決定、活動報

告書の作成、運営規則等の制定等を行うものである。

最高議決機関は全国代議員大会である。役員の選任・解任のほか、基本政策の決定や活動報告の承認

等を行う。構成は、「当然代議員」（公職にある正会員）及び「選出代議員」（正会員100人のうちから’

名の割合で選出）で、年一回の通常大会と臨時に招集される臨時大会がある。

以上の常任幹事会、全国幹事会、全国代議員大会と並んで、綱紀委員会と政治倫理委員会が会則に規

定されており、そのほか全国幹事会と常任幹事会の統括の下に、八つの委員会（総務、財務、全国組織、

選挙対策、企画広報、政策、国会対策、遊説）と事務局が置かれていた。八委員会の構成や役割は同会

則の中に定められていたが、事務局については、事務局長の選任に関し「常任幹事会の議を経て幹事長

がこれを選任する」との規定があるものの、構成等については「別に定める規則による」とされており、

会則からはうかがえない。しかしながら、関係文書中のファイル史料「新自由クラブ本部連絡文書控」

<請求記号71>に綴じられた事務局分担表にそれを見ることができる。局長、局長付、政策室、総務部、

国会対策室（衆議院・参議院)、財務部、広報出版部、組織部、選挙対策部、遊説部、事業部、ボラン

ティア（新自由主義研究会）窓口が置かれていたようである8)。また、解党の時点で専従職員20数名が

いたことを、元事務局次長森田敦夫氏が述べている9)o

なお、同会則によると、「新自由クラブ」というのは「地区新自由クラブ」（市町村を基盤に設立)、

｢新自由クラブ地域協議会」（衆議院議員の選挙区を基盤とした地区新自由クラブの連合体)、「新自由ク

ラブ都道府県連合」（都道府県を基盤とした地区新自由クラブの連合体）を構成団体とする「新自由ク

ラブ全国連合」のことである10)o当然、憲政資料室の「新自由クラブ関係文書」はこの新自由クラブ全

国連合の事務局旧蔵史料である。

3．史料群目録の編成

ひとつの政党史料をとりあげてその中身を見ていくにあたり、本稿が大まかに念頭に置くのは、①政

党組織体の機構．構造や活動が旧蔵史料にどのように反映されているか、②逆に､.旧蔵史料群から見出

される政党の機構・構造等はどのようなものか、③これらのことが、政党における記録管理の実際や保

存に対する認識について何を示唆するか、④以上から、政党史料の収集・保存についてどのようなこと

がいえるか、である。「新自由クラブ関係文書」という一文書のみから導出されるものが、もとより限

られたものであるのはやむを得ぬとしても、数少ない政党史料の一事例として考えていきたい。

史料群の構成を把握する第一の手がかりは目録編成である。「新自由クラブ関係文書」には、刊行さ

れた正式の目録は存在しないが、いわゆる仮目録（以下、“目録"）が作成されて検索手段となっている。

(《添付資料〉「新自由クラブ関係文書目録｣》）

目録の凡例文は次の一文で始まる。「本文書目録は、(1)組織(2)政策(3)国会審議(4)選

挙関係（5）その他に分類されている｣◎続いて目録目次を見ると、凡例とはやや用語が異なるが、

原資料（非図書文書類）についてまず大きく以下の五項目が設けられているのがわかる。「I・党本部｣、

｢Ⅱ、政策関係｣、「Ⅲ、国会関係｣、「Ⅳ、選挙｣、「V・その他」である。このそれぞれにつき、さらに

8）「新自由クラブ本部連絡文書控」〈請求記号71>に残っている分担表には、1973年lO月のものと74年4〃のも

のとがあり、両者が示す事務局構成には互いに若干の違いも見られる。

9）田川誠一〔述〕「田川誠一オーラルヒストリー下巻」政策研究大学院大学C.OE.オーラル・政策研究プロジ

ェクト、2001,p.205.

10)「会則」第1条。
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下位階層の項目がある。列挙すると以下のようなものになる。

ー

「I.党本部」以下……「一般」「幹事会」「代議員大会」「組織（中央)」「組織（地方)」「離党問題」

「党声明・談話」「広報」「事務局」

「Ⅱ、政策関係」以下…「一般」「政治倫理」「資産公開問題」「外交問題」「防衛問題」「行政改革」「税

制問題」「文教関係」「郵政・運輸関係」「農産物関係」「その他」

「Ⅲ、国会関係」以下…「一般｣'1）「予算関係」

「Ⅳ、選挙」以下…なし

「V・その他」以下…なし

原資料の項目の後ろに、更に「図書」と「ビデオ・ポスター・写真類」の項目が続くが、本稿ではほ

ぼ原資料の部分を考察対象にする。

一見してわかるように、1988年公開の同文書は、現在では史料群認識の前提とされている組織体の機

構・機能に基づいた史料群構造分析がなされているとは言い難い。目録は主題分類目録の要素が強いも

のである。五つの大項目は、党の活動フィールド別の主題分類といえるだろう。「I.党本部」は政党

の組織体運営、「Ⅱ、政策」は政策研究・立案活動、「Ⅲ、国会関係」は「I.」や「Ⅱ.」のような政党

内における活動に対して議会における活動、「Ⅳ、選挙」は政党の最大イベントの一つである選挙活動

である。

さらに、「I」～「V」の下位項目に着目してみると、それぞれが独自の項目設定基準をもっている

ことが分かる。「I・党本部」の場合、「幹事会」「代議員大会」「事務局」など、党内機構や機能を基準

とする項目がある一方で、「党声明・談話」など史料の性質そのものを表す項目も存在している。また、

｢離党問題」は特定の主題である。このように、異なる概念レベルの項目が並立して入り混じっている。

一方、「Ⅱ」の下位項目は全て政策主題である。

4．目録編成における問題

目次で既に見たように、目録は党組織内の史料出所部署に応じた編成にはなっていない。党内の異な

る部署や機構を母体とする史料であっても、主題を同じくすることで同一の主題別項目に分類されてい

るし、逆に、同一部署を出所とする資料が主題により別々に分類されている。史料群の原秩序自体がそ

のようであったとすれば、すなわち、記録を保管していた党事務局がそのような整理を行っていたとす

れば、原秩序をそのまま反映させた目録編成ということになるが、そうではなさそうである12)o例えば、

請求記号71は、「新自由クラブ本部連絡文書控」というファイル－冊であり、多岐の史料が大量に綴じ

られているが、同時に、綴じ込まれた個々の史料が主題に応じて目録上各項目に分散している。このこ

とだけから判断しても、目録が原秩序を意識したものとは考えにくい。

なお、原秩序に関しては、請求記号として付された数字が、原秩序における史料順を表すものである

ll)実際には、目録上「一般」の項は設けられていない。しかし、目録本文を見る限り、ここに「一般」の項を

想定していると見られる一連の史料の並びがあり、目録作成段階での記載漏れとも考えられたため、本稿で

はこの項目を立てて紹介した。なお、「I・党本部」及び「Ⅱ、政策関係」における「一般」の項は、目次

には記載があるにもかかわらず本文には見当たらず、本文のこの位置には項目名が冠されていない一連の史

料が並んでいる。項目名「一般」の記載漏れと考えられる。このことからも、「Ⅲ、国会関係」における記

載漏れの可能性が類推された。

12)「原秩序」という語の概念には複数の捉え方があると思われるが、ここでは新自由クラブ事務局から憲政資

料室に寄贈され整理される以前の段階での史料の並べられ方、といったくらいの意味である。
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可能性は考えられる。この請求記号に基づく史料の順序全体に秩序性は見出せない。ただ、請求記号1

～8は全て「政策関係資料」と題されたファイルで、八冊が年代順になっており、また請求記号10～14

は全国代議員大会の関係資料の年代順ファイル、その続きの代議員大会関係資料は大分離れて請求記号

113になっているなど、かなり大雑把ではあるが部分的な秩序性を感じさせる。

また、フロッピーディスクに収められた史料の配列についても言及しておきたい。憲政資料室では、

｢新自由クラブ関係文書」のフロッピーディスクに保存されていた記録は紙に打ち出し、紙媒体で公開

している。目録においてフロッピーディスクからの打出し史料は、「フロッピー史料」などとして一つ

の目録項目を構成するわけではなく、Ⅱ-3で列挙した各項目に分散している。ただ、その請求記号は、

フロッピー打出し史料であることが判別できるよう数字の前にアルファベットの「F」を付したものに

なっており、数字自体も、紙の原資料とは別に「l」から付与されている。ここで、史料整理時の憲政

資料室の記録を参照し、もとのフロッピーディスク形態における原秩序を確認すると、その原秩序は目

録上かなり大胆に崩されていることがわかる。そもそものフロッピーディスク形態での秩序は、ディス

ク－枚に一つの件名が付され、その件に関連する記録文書が収録されているというものである。件名に

は、党内の部署・機構や活動単位もあれば、政策主題もあり、必ずしも充分な整合性のとれたものでは

ないが、部分的には史料出所部署を正確に反映しているところもうかがえる。しかしながら目録におい

ては、部署名を件名とする同一ディスクに収められた幾つかの史料でさえ、目録の主題別分類項目に従

ってバラバラにされている例もある。

5．史料の概要

目録編成のこのようなあり方を踏まえた上で、とりあえずこの目録の項目にならって、史料群に含ま

れる史料を見ていくことにする。ただし、その際にも同党の構造、機構には留意する。どのような史料

が、党内のいかなる部署（または活動単位、個人、その他）から発生しているのか等を確認し、政党組

織体と史料群との関連性について考える基としたい。

｢I.党本部」

｢一般」

「党本部」というのは全国連合の中央機関を指すと考えられるが、その「一般」の項には、パンフレ

ット類など党の発行物や、設立規定・会則・綱領の案など党全体を説明するような史料が分類されてい

る。同党は結党以降、約二年にわたって組織づくりをすすめ、78年2月の第一回全国代議員大会で綱領

と全国連合会則を採択している。刊行物や会則案等を含め、この組織づくりの中で生じた党全体にかか

わる史料も含まれており、史料作成者として「新自由クラブ全国連合準備会」のような名称も見られる。

｢幹事会」

全国幹事会の会議録が1978年の第一回から86年の第二十六回まで、一部欠けているものの残されてお

り、また全国幹事会計14回分のカセットテープも残されている。議事録は党代表が事務局に備え置くべ

きものと全国連合会則で定められているため13)、これに基づいて保管がなされていたものと思われる。

それ以外の史料は、第五回全国幹事会の資料数点や第九回資料などのような部分的なものであるが、ほ

ぼ全国幹事会から生じた史料である。ただ、「新常任幹事選出について」〈請求記号F7-7>だけは、もと

もと件名「組織委員会」のフロッピーディスクに入っていたディスク打出し史料である。ただし内容は、

代表及び幹事長名で「全国幹事各位」に宛てられた文書であり、組織委員会は少なくとも文書作成者そ

13）「会則」第七十一条。
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のものではないと考えられる。

なお、このF7-7「新常任幹事選出について」に関して一点特記すると、全国幹事に宛てて書かれたそ

の内容が、「常任幹事会で…鈴木恒夫衆議院議員を常任幹事に選出することで合意」した、というもの

である。常任幹事の選出は本来、全国幹事会において互選で行われるとの会則規定がある。さらに史料

の文章は、「全国連合会則第55条4項により、常任幹事は全国幹事の中より互選することになっており、

全国幹事の皆様の御了承をお願いしたい」と続く。全国幹事会の所掌事項にも、実際には常任幹事会の

意思決定が先立って働くことを示している史料である。

｢代議員大会」

全国代議員大会資料が1978年の第一回大会から86年の第十一回大会まで、第二回大会を除いて残され

ている。第一回大会分に議事録が含まれていないのを別とすれば、それぞれ議事録とその他の関係資料

から成る。議事録は全国幹事会議事録同様、代表が事務局に備え置くべき旨の規定が会則にあるもので

ある'4)。カセットテープも大会計6回分が残されている。その他何年分かの活動方針や方針案なども

ある。活動方針は全国幹事会が決定し、全国代議員大会が承認するものである。この関係文書では「全

国代議員大会」の項に含まれている。

｢組織（中央)」

「昭和56年度組織活動方針（案)」〈請求記号46〉（以下、〈〉内は請求記号）や、1982年の「新しい

自由主義を求めて」<109>など全国組織委員会作成の史料が複数存在する。「第2回全国組織づくり推

進会議関係資料」<71>の「全国組織づくり推進会議」は全国組織委員会が開催したものである。「8月

15日の党大会における全国連合解散の決定を」<F7-4>は全国組織委員会名のフロッピーディスクに収

録されていた史料である。なお、全国組織委員会作成の史料は「組織（中央)」以外の項にも散見され

る。「幹事会」の項の「新常任幹事選出について」<F7-7>、「離党問題」の項の「新堀離党問題」<F7-8>、

｢広報」の項の「新自由ニュース」<F7-l>、「選挙」の項の「衆参ダブル選挙に向けて」<28>などであ

り、組織にまつわる幅広い範囲の問題を同委員会が扱っていたことがうかがえる。また、史料群中の

｢図書」の項にも入っている「新自由クラブ六年のあゆみ」（新自由クラブ組織委員会1982年）のよう

な出版物も出している。

その他、「組織（中央)」の項目には新自由クラブ青年協議会から生じた「新自由クラブ青年協議会史

料」<F9>のようなものもある。同協議会の会則やイベント企画書、お知らせ等から成る。同協議会の

史料が「組織」の項目に分類された経緯は不明だが、このF9史料の中に入っている協議会会則によれ

ば、同協議会は新自由クラブ会員相互の親睦を目的とし、講演会や宣伝・会員拡大活動、機関紙発行等

を行うものであったようである。

｢組織（地方)」

全国連合内の機構、恐らく全国組織委員会の史料が中心である。特に請求記号に「F」が付されたフ

ロッピーディスクからの打出し史料4点は、件名「全国組織委員会」のディスクから打出したことが判

っている。中には新自由クラブ大阪府連合のものなど、全国連合ではなく地方の団体が作成したものも

あるが、それらも全国組織委員会の手許に残っていたものである可能性が高い。史料数は12点と僅かで

ある。

｢離党問題」

新自由クラブ内で生じた複数の離党問題の関連史料が、一緒にこの項に分類されており、内容も、意

見・声明、新聞記事、離党届など様々である。同党の歴史において、党員の離党問題は常に物議を醸し

14)同第七十一条。
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たが、それに比して、関係文書に残された関連史料は極めて部分的で少量である。主題の性質からも、

憲政資料室寄贈前の選別で除かれた史料が存在する可能性がある。なお、「高木四郎処分決定通知」<71>

は関係文書中、綱紀委員会から生じたことが目録上明らかである唯一の史料である。綱紀委員会は同党

構成団体及び会員に対する統制処分と、公職の候補者の公認または推薦の取消の処理を任務とした委員

会である。

｢党声明・談話」

1978年から86年までの間に、党の名や代表名、幹事長名等で出された声明及び談話50点余りである。

請求記号は1-8から7-11までが大体数字の順に並んでいる格好だが、随所で数字がとんでおり、それらは

他の項目、主に「政策」の項の各主題別下位項目の中や、「選挙」の項の中などに分散している。それ

らもまた声明や談話、提言の類である。請求記号の数字が原秩序を示すものであると見なすならば、同

党においては声明．談話類は事務局がまとめて年代順に保管していたものと考えられる。因みにF14~

F17の史料は全て、談話のみを収録したフロッピーディスクからの打出し史料であり、やはり談話類が

まとめて保管されていたことを示している。

｢広報」

党内外に向けて作られた広報資料がここに分類されている。新聞出版物である「新自由」のほか、

｢幹事長リポート」や全国組織委員会作成の「新自由ニュース｣、手書き文字の印刷物である「新自由広

報」など、党内向けに作成されたものが数種類あり、党内広報活動の一端が垣間見える。ただし、「新

自由」以外は1点から数点ずつしか残っていない。

｢事務局」

事務局の構成は本稿Ⅱ-2で紹介したとおり、関係文書中のファイル史料「新自由クラブ本部連絡文書

控」<71>に綴じられた事務局分担表から知ることができる。このような構成で成っていた事務局が、

恐らくは膨大な記録を生んだことであろうと想像したくなるが、関係文書中、この「事務局」の項に入

っているのは極めて少量の史料にすぎない。アンケート類、電報綴や案内状などである。事務局の記録

文書であっても「事務局」以外の項に分類されてしまった史料もあるだろうが、もとより保存されずに

失われた記録や、憲政資料室へは引き継がれなかった史料が数多く存在する可能性も考えられる。

｢Ⅱ、政策関係」

同党において政策立案の責を担っていたのは政策委員会である。関係文書中、同委員会の記名がある

史料は、その政策立案過程で生まれたものである可能性が高い◎数量は多くないが、「一般」の項の

｢元号法案についての見解」〈2-15>、「靖国神社公式参拝に関する資料」<Fll-3>、「税制問題」の項の

｢減税要求についてメモ」<4-13>などが該当する。「税制問題」の項の、「｢減税問題」自由民主党税制

調査会資料（内部資料)」及び「新自由クラブ税制改革提言、大型間接税アンケート類」<F19>という

フロッピーディスク打出し史料もまた政策委員会作成のものであるが、F19史料のもとのディスクは、

件名が「大蔵Ⅱ（税制)」である。このディスクを含め、政策主題ごとに史料を収録しているディスク

については、その主題分類は関係文書目録の「政策」項目における主題分類とは異なっている。ディス

クの件名には「法務」「大蔵」「社労」「運輸」「防衛」「外交」「建設」「文教」「科技・エネルギー」「環

境」のようなものがあり、収録史料には政策委員会作成のものが相当量ある。それらが関係文書の目録

では、目録編成に応じて主に項目「政策」下の各主題に振り分けられている。なお、目録上、「政策」

項目のうちの「郵政・運輸」に分類された「国鉄問題について（議員研修会資料)｣<F24>もまた、政

策委員会作成であり、同委員会が議員に対して行っていた研修活動の一端もうかがうことができる。

他には、政策委員長による各分野についての意見・声明が相当量残っているほか、政策関連の意見や
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声明であれば、政策委員長以外のものもこの「政策」の項に分類されている。

史料の残り方としては、意見・声明類は幅広い分野・案件のものが残っているといえるが、それ以外

の政策関連資料、特に政策委員会による政策立案途上で作成された内部資料などは、あまり含まれてい

ない。

｢Ⅲ、国会関係」

二つのタイプの史料が一緒に含まれている。代表質問・演説の原稿をはじめ国会議員の国会活動から

生まれた文書と、国会で論議されているテーマに関し、党内での政策活動によって生まれた文書である。

前者は20点程度という極めて僅かの数量でしかなく、多くは後者で、意見・提言・声明の類が多い。

1977年から86年までのものである。

｢Ⅳ、選挙」

1976年総選挙から1986年衆参同日選挙までの国及び地方の選挙関係の史料である。声明・談話類や候

補者名簿が複数見られる。幹事会下の八委員会のひとつ、選挙対策委員会の記名がある史料は、少なく

とも目録上は、1978年の「地方選挙における候補者調べ」<71>の一点しか見当たらない。一方で、「選

挙対策本部」の記名がある史料や選挙対策本部長名の声明が複数ある。会則に定められた選挙対策委員

会の任務は、「一般的選挙対策ならびに公認及び推せん候補の選考」であり、個々の選挙の具体的遂行

に関しては、「必要に応じて別に定める規則により設けられる選挙対策本部がこれを担当する」ことに

なっていた15)。ファイル史料である「第14回参議院議員選挙（昭和61年7月7日）関係事務綴」<78)

には、「参議院議員通常選挙対策全国本部」という史料が綴じられており、同選挙の選対本部の組織が

示されている。本部長1名と副本部長ll名が置かれ、その全員が常任理事である。さらに選対本部内に

は計画本部が設置され、計画本部長、計画本部次長以下、第一～第四部長が置かれていた模様が示され

ている。やはりファイルに綴じられた「全国連合対策本部計画本部設潰要綱（案)」（立案昭和六一年四

月四日）によると、計画本部は選挙戦術面の作戦立案・統制を行い、選挙戦の指揮者たる計画本部長に

全国連合事務局長を任用するとなっている。実際には計画本部次長以下も事務局幹部であったことが、

史料「参議院議員通常選挙対策全国本部」から判る。

この計画本部とは別に、選挙における事務局の役割は、「昭和61年度選挙事務局資料」<F51>の中の

｢昭和61年選挙・事務局職務分担表」にある程度見ることができる。事務局職員が選挙対策事務局を構

成し、選対事務局長以下、総括、広報（ポスター・ビラの作成等)、政策（政策大綱の作成)、遊説（遊

説計画の作成、配車の準備等)、選管文書準備、総務、会計に分かれて選挙戦における事務方活動を担

っていた様子がうかがえる。

｢V・その他」

他党の作成した資料等が分類されている。

6．史料群に対する考察

く党組織体構造・活動が史料群にどの程度反映されているかについて＞

「新自由クラブ関係文書」は政党史料として比較的まとまっているとはいえ、実際には、含まれてい

る史料は極めて限られたものである。保管が会則で規定され、他の史料よりは意図的に残されていたと

15）同第六十二条の4．
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思われる全国代議員大会、全国幹事会の議事録にさえ、欠けた部分がある。また、史料群に記録文書自

体が残されていない部署・機構も少なくない。例えば常任幹事会や、財務委員会、国会委員会などの史

料は含まれていない。そもそもこれらの機構において、記録がどの程度作成されたのかということ自体

が不明である一方、必ず作成されていたであろうと想像される党予算に関する史料などは、事務局で保

管していたにしても、憲政資料室収蔵前に除かれた可能性が考えられる。

＜史料群から見出される組織体について＞

本稿Ⅱ-5で紹介したように、党内の限られた少数の機構についてではあるが、その内部構成や具体的

な活動などを明らかにする史料が存在する。ただし、史料の残され方が疎らであり、機構．部署によっ

ては一点の史料も残されていないものがあることも、これまで見てきたとおりであって、史料群からは

見えてこない部分も非常に多い。

また、特に「新自由クラブ本部連絡文書控」<71>のような雑多な記録文書を大量に綴じ込んだファ

イル史料は、綴じられた文書のうちごく一部のものしか目録上に記載されていない。本稿では、目録に

記載のないものも何点かはとりあげたものの、全ての文書に実際に目を通した訳ではない。これを行え

ば、また別に見出される何かがあるかも知れない。

＜政党における文書保管状況および史料保存への意識について＞

全国代議員大会、全国幹事会の議事録は、一部欠損があるものの、党事務局で一応の保管がなされて

いたことがうかがえ、大会、幹事会のカセットテープも残されている。ただ、議事録の保管の仕方につ

いては、大会、幹事会の事前資料や当日配布資料などが一緒に綴じられているものとそうでないものと

があることや、何年か分を一緒に綴じるかと思うと、一年分だけが単独で存在するものもあることなど、

会則に保管規定がある史料でさえ割合大雑把な扱いであったことがうかがえる。その他の史料となると、

まず、作成されても保管されなかった文書が多くあっただろうことが想像される。また、同種の史料で

も、ある年のものは残っているのに別の年のものはない例や、ある特定主題について史料が残っていて

も、別の主題に関する同種の史料がない例などがあって、むらが多い。保管の規定がない資料は、その

時々の事情で残されたり残されなかったりしたようにも見える。こうした点では、程度の差はあれ個人

旧蔵史料と同じであるかもしれない。また、党予算関係の文書のように、外部に出す前に史料群から外

してしまった可能性のある史料が存在することも、繰り返し述べたとおりである。

それでも、「新自由クラブ関係文書」がある程度のまとまった史料群であり、同党の存続期間全体を

通じての、党内の比較的広範囲の部署・活動から生じた記録文書を含んでいる理由の一つには、同党が

十年という短命の政党であったこともあると考えられる。第一に、記録が作成後時間を経て現用の価値

を失い、廃棄される前に解党を迎えたために残った、という史料もあったであろう点である。無論、そ

れ以上に、作成から程なく現用の意味を失って廃棄された文書は多かったはずである。第二に、結党か

ら解党までの全期間を通じて党にかかわった事務局関係者や議員などの個人の存在により、記録文書の

扱いに、ある面で一貫性が保持されたと思われ、また、党誕生以来の記録文書をまとめて史料として残

すことへの意向も生じ易かったと考えられる。

最後に、同党の記録保管の具体的なあり方については、本稿が史料群の本格的な分析をきちんと行っ

ていないこともあり、ほぼ何ひとつ明らかにできていない。ただ、本稿Ⅱ-2で見たとおり、事務局の構

成が政策室、総務部、国会対策室、財務部、広報出版部、等々で成っていることは判っている。これら

は、例えば幹事会下に設置された八委員会（総務、財務、国会対策、選挙対策、企画広報等）などの党

内他機構と対応関係があるように見える。こうした党内各機構の記録文書の管理が、事務局内のそれぞ

れ対応する部署で行われていたという推測も成り立つ。
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＜国立国会図書館執務用収集資料、個人文書との関係＞

国立国会図書館の国会サービス部局で執務用に収集された「戦後政党大会資料」（憲政資料室収集文

書1332～1339)の一つ、「新自由クラブ資料」（同1338)には、同党の1977年から1983年までの部分的な

史料30点弱が含まれている。全国代議員大会資料やパンフレット、ビラ類、挨拶文・声明文などであり、

｢新自由クラブ関係文書」の中身と重複するものもあるが、関係文書には含まれていない史料もあって、

関係文書を補完している。

また、一般的に個人文書には、政党自身の選別の手を経た政党旧蔵史料には残らないような史料も、

含まれることがあり得る。「新自由クラブ関係文書」には含まれていない史料も、元同党所属議員やそ

の他の党関係者の手許に残っている可能性が考えられる。現在、憲政資料室に新自由クラブ関係者個人

の旧蔵文書は収蔵されていない。将来、それらの人々の個人文書が、憲政資料室やその他の史料保存機

関に収蔵されることで、「新自由クラブ関係文書」が内容的に補完されることにも期待を抱きたい。

おわりに－政党史料に対する展望一

本稿では、憲政資料室収蔵の政党史料を対象に、まず出所の種類別に史料の特徴を整理した上で、そ

のうちの政党旧蔵史料について「新自由クラブ関係文書」を例に概観し、考察を試みた。極めて不充分

かつ散漫な考察にとどまってしまったことは認めざるを得ないが、最後に、今後の政党史料の収集・保

存に関して思いつくことを簡単に述べておくことにしたい。

政党の存続期間と組織機構・活動範囲をある程度網羅的に包含した政党史料は、おそらくは政党自ら

が保管していた史料群であると考えられる。「新自由クラブ関係文書」を例として見た限り、たしかに

政党旧蔵史料であっても包括性の点で極めて不充分である。それでも、政党旧蔵史料をもとにして史料

群構造の全体的な骨格を把握し、その上で個人旧蔵史料や国立国会図書館執務収集資料のように時に応

じて形成された史料群で補完することが、政党史料を充実させる現実的な方法であると考える。

加えて、政党組織自らによる意識の高まりにも期待したいところである。現在、各種の団体・組織体

において、自らの記録文書を保存する動きが高まっている。過去の記録に残された知見を現在と未来に

生かそうという考え方や、組織体内におけるレファレンス活動、外部に対するPR活動・イメージアッ

プ活動、また近年急速に要請が高まりつつある社会に対するアカウンタビリテイなどが、背景にあると

いえる。こうした内外の要請が、どういう訳か政党においては今ひとつ希薄である観があるが、政党も

また早晩、この時代的な要請に向き合わざるを得なくなるのではないだろうか。逆に、アーカイプズの

方法論や経験の蓄積が、途上国日本においても次第に前進を見つつあり、組織体の史料保存活動もそう

した実績からのバックアップを得易くなってきている。

そのような中、少ないながら政党史料収蔵のケースをもち、立法府に置かれた一組織としてユニーク

な位置を占める国立国会図書館の憲政資料室が、政党史料というものをどのように捉え、扱っていくべ

きであるかは今後の検討課題であろう。それには、本稿で触れなかった以下のような事項について研究

課題とすることも必要である。例えば、国内の他の史料保存機関における政党史料の保存状況を把握す

ることや、国外、殊にアーカイプズ先進諸国における政党史料保存の現状を知り、参考となる知見を得

ること、また、現存する政党組織に対しても、記録文書の発生や保管等に関して可能な範囲で調査を試

みること、等である。

-108-



《
添
付
資
料
》

嚇 州 料 弾

器 掛 誠 再 判 舜 届 檎 岡 斗 ｌ 卦 へ 叫 乳 善 で 電 辿 礒 引 誹 料 郎 撫 両 言 織 剖 月 で 汁 参 Ｓ 劇 針 が 。

． Ⅲ 茸 Ｉ 汁 「 簿 雪 巧 拳 行 Ｏ ラ バ 」 「 蕗 唇 汁 椛 汁 詞 洋 恥 雪 悶 翠 歸 弓 庫 華 慨 熱 」 識 ］ 暗 叩 ｓ Ｓ 紺 ９ ． 厨 ‐ 凸

・ 茸 三 ！ 雲 議 甫 一 掛 罵 誹 沿 講 濯 院 」 画 一 醗 室 載 恥 乞 呂 補

． Ｅ 田 舜 Ｎ 「 画 恥 Ｓ 却 慈 坤 謡 庁 異 米 ｓ 諜 恥 料 珊 蹄 菫 岡 」 「 謎 際 庁 燕 謹 』 識 曽 ④ 叩 画 目 画 恥 璽 聯 露 謎 際 淘 ｑ 掛 蕗 蝿

賜 即 一 ＄ ④ 楠 ｇ ・ ］ ‐ 底

． 「 諦 請 義 涛 雲 温 索 掛 聯 皿 鄭 」 （ 鯏 昆 庫 華 剛 寺 鳥 寅 血 鄭 ）

． 「 澱 尽 蛎 華 映 黄 栽 掛 珊 皿 鄭 」 （ 釧 騨 購 章 朏 寄 鳥 商 皿 鄭 ）

． 「 謝 皿 田 野 凱 叫 翌 索 掛 螂 皿 鄭 」 （ 醸 舜 鰯 章 朏 寄 罵 声 皿 鄭 ）

． 「 氾 葦 罫 部 毒 素 料 酬 函 鄭 」 （ 醗 罵 頭 章 剛 寺 罵 声 皿 鄭 ）

． 「 詳 諦 諄 料 鴫 画 鄭 」 （ 醐 唇 ” 華 剛 寺 罵 声 皿 鄭 ）

． 「 瀦 澪 津 判 料 叫 」 （ 釧 犀 泌 章 眺 寺 舜 憲 皿 鄭 ）

田
聾
謝
挙
画
鯛

三
回
皿
皿
ド
ト
謡

黙
田
田
田
園
門

｜
、
靴
、
野
恥
＞

戸
、
u
I
N
J
I
N
j
I
厘
端

僥
、
↓
、
↓
、
↓
唯
一

､
-
′
屠
罵
舜
跨
訟

冒
惑
惑
器
国
難

一
聯
珊
瑚
華
橿

副
皿
皿
皿
罰
華

｜
恥
恥
恥
紬
柾

斗
訓
諭
識
琳
r
『
′

I
弓
弓
一
m
油

籠
鑿
f

x
留
晋
罫
胃
7

テ
、
、
、
画
ご

T
j
捌
獣

計
ｰ
ｰ
ｰ
聯
>
J
'

味
識
識
識
爵
S

ー
圏
届
《
c
酬
華

罵
叩
q
I
E
q
I
E
華
椛

惑
一
R
卜

翠
謝
雪
諜
匡
S

歸
皿
皿
皿
雪
叱

汁
田
田
冒
I
I
(
-

椎
、
、
、
旧
′
－
1

罰
鯏
鮴
｜

雑
洋
一

O
尼
ら
ら
ロ
ル

．
〈
C
“
へ
J
《
C
二
二

○
~
J
－
J
ﾍ
ﾕ
ｰ
ー

画
椅
愉
一
儲
路
誤

斗
一
繍
掛 腓

、』
1
ー で

ご C “
月
捕

熟 翠 歸 、↓ 口 紹
4
旧

野 テ 呂 白 補

I

新
自
由
ク
ラ
ブ
関
係
文
書

舜 誹 沿 革 Ｓ 黄 紬 ・ 索 刺 行 。 タ パ （ Ｅ 骨 ）

ｌ 己 の Ｉ

番
号
に
青
○
印
が
付
い
て
い
る

資
料
は
後
日
電
子
式
複
写
可



”
テ
自
由
ク
ラ
ブ
函
係
＝
善

自
沫

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 》 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 申 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

口 一 一 一 一 一 一 一 一 一 Ｇ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 － ． － 一 一 一 一 口 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ａ 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ｅ 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 △ 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 題 一 一 一 一 一 係 一 一 一 一 一 一

一 一 １ Ｊ 一 砿 一 一 一 一 問 一 一 一 一 一 関 一 一 一 一 一

一 一 会 央 方 険 一 一 開 給 題 一 一 一 一大 中 地 ■ ・ 一 一 理 公 題 Ｈ 革 囲 係 運 間 係 一 一

会 貝 く く 問 明 局 係 台 産 間 間 改 問 関 ・ 物 他 係 関 一

部 舷 事 後 徹 ■ 党 声 概 砿 関 蚊 治 安 交 衛 政 制 教 政 産 の 関 算 他

本 一 幹 代 姐 組 陵 党 広 事 策 一 政 外 防 行 税 文 鄭 展 そ 会 予 挙 の

党 政 国 週 そⅡ 田 Ⅳ Ｖ１
画 掛 僻 事 諦 鰯 華 識 詑 墹 訓 Ｉ 卦 へ 叫 八 翠 歸 罰 識 』 叩 （ 臨 味 識 観 叩 ）

１ １ ２ ２ ３ ３ ４ ６ ６

凡
例

本
文
書
目
録
は
、
（
1
）
.
組
織
（
2
）
政
策
（
3
）
国
会
審
麟
（
4
）
‘
週
挙

関
係
(
5
)
i
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
て
い
る
．
．
･
次
ぎ
に
図
書
、
視
覚
賓
料
を
形
態
別

に
列
記
し
た
.
沫
尾
の
数
字
は
購
求
記
号
で
あ
る
．

0
1
;

略
号
は
次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
．

図
(
図
害
)
!
C
i
(
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
)
F
(
フ
ロ
ッ
ピ
ー
か
ら
打
ち
出
し
の

コ
ピ
ー
)
V
T
,
(
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
)
V
C
(
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
）
録
テ

（
録
音
テ
ー
プ
）
映
（
映
画
フ
イ
ル
ム
）
写
（
写
真
）

ｰ ｰ つ

７ ８ ９ ０ １ ２ ３ ４ ５ ５ ６ ７ ７ ０ ３

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２

４ ４
２ ２

－ 一
一 一

一 一
一 一
一 一
一 一

一 一
一 一

一 類
－ 真
一 写
一 ●
一 一
一 タ
ー ス
ー ポ
ー ●
オ

書 デ
回 ビ



第
2
1
回
，
第
2
3
回
。
第
2
4
回
1
9
本
一
括

幹
事
長
斑
を
と
る
に
当
っ
て
田
川
麟
一
第
4
回
幹
事
会
挨
拶
1
9
7
9
年
7
月

2
6
日
1
枚

第
5
回
幹
事
会
招
集
に
つ
い
て
1
9
7
9
年
1
1
月
1
2
日
1
枚

第
5
回
幹
事
会
河
野
代
表
挨
拶
（
要
旨
）
1
9
7
9
年
1
1
月
2
6
日
1
枚

第
5
回
幹
事
会
討
議
賓
璃
河
野
一
大
平
会
膜
、
政
党
支
持
問
題
等
1
9
7
9
年

3
部

第
7
回
幹
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
1
9
8
0
年
1
枚

第
9
回
幹
事
会
資
料
1
9
8
0
年
1
0
月
2
1
日
l
袋

財
政
再
建
問
題
に
対
す
る
わ
が
党
の
寺
え
方
一
第
9
回
幹
串
会
政
策
資
璃
－

1
9
8
0
年
7
枚

新
常
任
幹
事
週
出
に
つ
い
て
」
9
8
6
年
7
月
2
1
日
1
枚

C
－
1

零
f
自
由
ク
ラ
ブ
関
係
文
寿

．
４ １ １

２ ７ ３
－

２ ２
辮
謡

l
【
党
本
部
】

我
々
の
基
本
理
念
－
新
し
い
自
由
社
会
を
創
る
た
め
に
－
昭
和
5
1
年
.
7
月
2
0
日

発
表
新
自
由
ク
ラ
ブ
事
密
局
1
9
3
も
年
9
月
(
初
版
)
，
1
9
8
3
年
6
月
(
8
版
）

2
冊
l
O
1

新
自
由
ク
ラ
ブ
設
立
審
査
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
(
案
)
，
地
区
新
自
由
ク
ラ
ブ
設
立
に
関
す

る
規
定
(
案
）
1
9
7
7
年
4
月
1
8
，
2
0
日
3
枚
5
3

「
新
自
由
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
わ
が
党
の
見
解
｣
(
自
由
民
主
党
)
，
「
抗
鱗
の
附
罪
の
要
求
」

（
自
由
民
主
党
宛
）
幹
事
長
西
岡
武
夫
1
9
7
7
年
6
月
1
5
日
2
点
3
9

新
自
由
ク
ラ
ブ
綱
領
(
案
)
，
第
1
回
全
国
代
麟
貝
大
会
河
野
代
表
挨
拶
，
大
会
宣
言
等
原

稿
1
9
7
8
年
2
月
2
6
日
1
綴
4
7

さ
あ
新
自
由
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
歩
き
は
じ
め
ま
し
ょ
う
一
組
轍
づ
く
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ー

新
自
由
ク
ラ
ブ
全
国
連
合
準
質
会
［
1
9
7
7
年
］
1
部
5
7

新
自
由
ク
ラ
ブ
全
国
連
合
会
則
(
案
）
1
9
7
8
年
2
月
2
6
日
同
文
2
部
7
1
0
1
1
1

［
立
党
2
周
年
］
代
表
損
説
要
旨
（
原
稿
）
1
9
7
8
年
6
月
2
5
日
1
綴
5
9

立
党
3
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
1
9
7
9
年
6
月
1
3
日
1
部
7
l

新
自
由
ク
ラ
ブ
全
国
連
合
会
則
1
9
8
0
年
2
月
2
9
日
同
文
2
冊
1
1
2

立
党
7
周
年
に
当
っ
て
く
党
声
明
＞
1
9
8
3
年
6
月
2
5
日
1
枚
6
－
3

新
自
由
ク
ラ
ブ
連
立
後
の
成
果
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
4
年
8
月
8
日
4
枚
6
－
3
2

立
党
1
0
周
年
記
念
は
が
き
1
9
8
6
年
6
月
同
文
2
点
9
7

2
－
3
2

7
1

1
9

3
－
1
3

煙
。

犀 誹 沿 謹 ｓ 黄 紬 ・ 索 判 行 。 ラ バ （ Ｅ 骨 ）

【
代
磯
貝
大
会
】

第
1
回
全
国
代
巌
員
大
会
資
料
1
9
7
8
年
2
月
2
6
日
l
綴

昭
和
5
3
年
度
組
厳
活
動
方
針
（
案
）
1
綴

わ
れ
わ
れ
の
基
本
姿
勢
一
新
自
由
ク
ラ
ブ
活
動
方
針
修
正
分
1
9
7
8
年
2
月
2
6
日

同
文
2
部

会
務
轍
告
幹
事
長
西
岡
武
夫
（
於
第
1
回
全
国
代
蟻
貝
大
会
）
［
1
9
7
8
年
2
月

2
6
日
］
l
綴

第
2
回
全
国
代
畿
貝
大
会
分
科
会
資
料
1
9
7
9
年
1
月
2
7
日
4
点

昭
和
5
4
年
度
活
動
方
針
案
（
原
案
）
1
9
7
9
年
1
月
2
8
日
2
盤

昭
和
5
4
年
度
活
動
方
針
1
9
7
9
年
1
月
2
8
日
7
枚

第
3
回
全
国
代
議
員
大
会
大
会
宣
言
（
案
）
1
9
8
0
年
2
月
2
9
日
1
枚

昭
和
5
5
年
度
活
動
方
針
案
1
9
7
9
年
2
綴

昭
和
5
6
年
活
動
方
針
案
（
第
1
次
集
）
1
9
8
0
年
［
1
月
〕
1
綴

第
9
回
全
国
代
議
員
大
会
河
野
代
褒
挨
拶
要
旨
1
9
8
5
年
1
月
2
1
日
1
部

第
1
0
回
全
国
代
盛
員
大
会
資
料
1
9
8
6
年
3
月
5
日
1
綴

第
1
1
回
全
国
代
護
貝
大
会
資
料
1
9
8
6
年
8
月
1
5
日
同
文
4
綴

第
3
～
1
0
回
全
国
代
織
員
大
会
資
料
綴
1
9
8
0
～
8
6
年
1
冊

全
国
代
巌
目
大
会
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

第
1
回
6
本
第
2
回
4
本
第
3
回
3
本
第
6
回
3
本

館
7
回
4
本
第
9
回
4
本

1
0

6
0

ｌ ］ 旨 Ｉ

4
2

5
6

1
2

1
1

3
3

2
－
4
1

7
1

7
1

9
6

1
3

1
4

1
1
3

日
９

日 ２ ‐７ 月 回日 日 １ ２ ９９ ６ 月 年 １月 ２ ２ ０ 綴 第２ 月 １ ８ 括 ‐１ ７ 年 ９ １ 回年 年 ９ １ 点 ５－８ ９ ７ 匝 ０ １７ ７ ９ ９ １ 第 ・９ ９ １ 鰯 上 袋 ‐ １１ １ 回 ・ 以 枚 綴 綴 １ 綴 回 ・

回 回 ６ 回 ５ ２ ４ 袋 １ ４２ ４ 第 ８ １ １第 第 第 日 日 第日 １ 日 日 日 ７ 日 ，日 日 ６ Ｂ ２ ９ ８ ８ 日 １ ４ 回

６ ７ ２ ３ 月 １ １ １ ３ 月 １ プ ２

２ ２ 月 １ ０ 月 月 月 月 １ 月 － １

・ 月 月 １ 月 １ ２ １ ２ ９ １ ７ テ ー

２ １ １ ２ 年 年 年 年 年 年 年 卜 回

年 年 年 年 ０ １ ２ ２ ３ ３ ６ シ ９

録 ８ ９ ９ ０ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ セ 第

畿 ７ ７ ７ ８ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 力 －

会 ９ ９ ９ ９ １ １ １ １ １ １ １ 回

ｌ 会 １ １ １ １ 回 回 回 回 回 回 回 会 ７

会 事 回 回 回 回 ０ １ ２ ３ ７ ８ ６ 事 一

事 幹 １ ３ ５ ７ １ １ １ １ １ １ ２ 幹 ４

幹 国 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 国 第

１ 全 全

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

－ 一 一 一 一 一 一

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９

C
－
2

【
組
繊
（
中
央
）
】

｢
新
た
な
前
進
を
め
ざ
し
て
」
第
1
回
研
修
会
河
野
代
表
あ
い
さ
つ
1
9
7
7
年

8
月
1
6
日
1
綴

－
2
‐

7
1



国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究編第1号（通巻第36号）

副
’
四
・
①
Ｉ
マ
唖
醐
拭
直

口
の
剰
唾
『
計
醐
⑩
。
『
車
暮
な
ロ
ヨ
八
醍
混
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ニ
。
里
嵩
弄
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ー
代
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ｐ

ｍ
ｌ
守
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璽
醐
Ｎ
亟
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針
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の
［
車
鋒
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八
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こ
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嘩
壌
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糾
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車
唾
漁
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叩
封

卜
鈍
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ぬ
尋
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四
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唾
の
針
『
⑳
の
『
八
雲
侭
Ｖ
Ｐ
や
悼
里
、
輔
穏
過
硬
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１
つ
弄
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画
『
醐
皿
の
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⑳
の
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八
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侭
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〕
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毒
釦
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ト
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辱
め
、
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唾
⑲
針
。
②
の
『
照
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三
田
八
臨
迩
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翠
哩
綱
銅
淫
極
叶
Ｋ
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’
ぬ
尋
『
、
“
皿
の
射
つ
”
②
『
八
容
孤
Ｖ
悟
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那
型
順
割
掛
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勃
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尋
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『
哩
唄
塒
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⑩
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容
孤
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Ｐ
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尋
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唾
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の
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〈
穿
処
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擾
健
収
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皿
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亜
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叶
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Ｎ
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枚 点１ 点 ７

枚 点 １ １枚 １ 日 １ ３

１ ２ ３ ８月 ． 点 日 ５

８ ６ 日 １ ６ １

日 ８ 年 ８ ３ １ 月

３ 月 ６ １ 月 ８

月 ５ ８ 月 日 ２ 年

５ 年 ９ １ ６ １ ６

年 ６ １ 年 ２ 年 ８

６ ８ ３ 月 ５ ９

８ ９ 長 ８ ２ ８ １

９ １ 事 ９ １ ９ －

１ 幹 １ － １ 日

ブ ロ ー 日 － ３

プ ラ 山 日 ６ Ｂ ２

ラ ク ７ ２ １ 月

ク 由 シ 月 月 月 ２

由 自 匿 ６ １ １ １

自 断 麟 年 年 年 年

釿 く ２ ３ ４ ５

て て ８ ８ ８ ８

て い つ ９ ９ ９ ９

つ っ た １ １ １ １

当 に あ

に ｊ に １ ２ ３ ４

日 定 散

念 餓 解 冨

枚 配 長 院 麟 上 上 上

１ 怯 凶 崖 策 ＃ ・

摩 ｒ 衆 政 同 同 向

金
大
中
氏
減
刑
処
臣
に
つ
い
て
く
麟
話
＞
中
島
政
策
委
員
長
1
9
8
2
年
3
月

2
日
1
枚

「
戦
役
者
を
追
悼
し
･
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
つ
い
て
く
麟
猛
＞
中
馬
政
策
委

貝
長
ユ
9
8
2
年
4
月
1
3
日
上
枚

摩
按
配
念
日
に
当
っ
て
く
殿
麟
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
2
年
5
月
3
日
1
枚

人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
く
麟
騒
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
2
年
8
月
6
日
ユ
枚

終
戦
配
全
日
に
あ
た
っ
て
く
眼
畷
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
2
年
8
月
1
5
日

1
枚

総
皿
配
者
会
見
に
つ
い
て
中
尾
政
策
委
員
長
1
9
8
2
年
9
月
1
6
日
1
枚

ブ
レ
ジ
ネ
フ
害
記
長
を
悼
む
く
映
話
＞
田
川
代
表
1
9
8
2
年
1
1
月
1
0
日

2
枚

中
台
根
断
政
棺
に
つ
い
て
く
簸
駄
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
2
年
1
1
月
2
6
日

1
枚

公
労
憧
の
ス
ト
に
対
す
る
共
同
声
明
お
よ
び
三
会
派
国
鉄
緯
鋲
会
見
日
狸
公
明
党
・

民
社
党
・
頭
自
由
ク
ラ
ブ
・
社
会
民
主
連
合
1
9
8
2
年
4
月
1
2
日
3
枚

竃
法
記
念
日
に
よ
せ
て
く
談
醗
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
3
年
5
月
3
日
1
枚

篤
9
8
国
会
閉
幕
に
当
っ
て
く
談
話
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
3
年
5
月
2
6
日

1
枚

人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
中
馬
政
策
姿
貝
長
1
9
8
3
年
8
月
5
日
1
枚

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
判
決
に
あ
た
っ
て
く
声
明
＞
1
9
8
3
年
1
0
月
1
2
日
1
枚

自
由
民
主
党
と
政
策
合
意
に
関
し
て
く
声
明
＞
1
9
8
3
年
1
2
月
2
6
日
2
枚

年
頭
に
当
っ
て
田
川
代
表
1
9
8
4
年
1
月
1
日
、
2
枚

憲
桂
記
念
日
に
当
っ
て
く
談
昭
＞
山
口
幹
事
長
1
9
8
4
年
5
月
3
日
1
枚

第
ユ
0
1
国
会
を
銭
え
て
く
声
明
＞
】
9
8
4
年
8
月
8
日
1
枚

縛
戦
記
念
日
に
当
っ
て
く
声
明
＞
1
9
8
4
年
8
月
1
5
日
1
枚

中
曾
根
自
由
民
主
党
捻
綾
の
擬
氾
に
つ
い
て
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
4
年
1
0
月

2
9
日
1
枚

第
2
次
中
曾
根
内
閣
の
発
足
に
あ
た
っ
て
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
4
年
1
0
月
3
1
日

1
枚

ソ
連
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
謹
長
の
死
去
に
接
し
て
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
5
年
3
月
l
l
B

l
枚

恵
法
記
念
日
に
あ
た
っ
て
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
5
年
5
月
3
日
1
枚

第
l
O
2
国
会
を
錠
え
て
新
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枚

日
中
平
和
友
好
条
約
の
脚
轄
に
あ
た
っ
て
･
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
8
年
8
月
1
2

日
1
枚

先
進
国
首
巳
会
座
を
鍵
え
て
西
岡
幹
事
長
1
9
7
9
年
6
月
2
9
日
1
枚

提
曾
一
在
テ
ヘ
ラ
ン
米
国
大
使
雌
の
イ
ラ
ン
人
学
生
に
よ
る
不
桂
占
輿
事
件
に
関
連
し

て
和
・
英
文
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
9
年
1
2
月
5
日
2
邸

金
大
中
氏
死
刑
判
快
に
つ
い
て
山
口
幹
事
長
1
9
8
0
年
9
月
1
7
日
1
枚

米
大
絞
領
沮
レ
ー
ガ
ン
氏
g
科
に
あ
っ
て
田
川
代
吸
】
9
8
0
年
1
1
月
5
日

ゴ

ユ
枚

レ
ー
ガ
ン
氏
の
米
国
大
絞
甑
駄
任
に
あ
た
っ
て
山
口
幹
事
長
1
9
8
1
年
1
月

2
0
日
1
枚

対
米
軍
事
技
術
供
与
に
つ
い
て
中
馬
政
箪
委
貝
長
エ
9
8
2
年
1
月
1
4
8
1
枚

先
進
国
首
厘
会
睡
に
つ
い
て
伊
屋
外
交
委
負
長
1
9
8
2
年
6
月
9
日
2
枚

金
大
中
氏
の
病
院
移
送
の
側
に
接
し
て
伊
屋
外
交
委
貝
長
1
9
8
2
年
1
2
月

ユ
6
日
1
枚

日
は
共
同
声
明
に
つ
い
て
伊
臣
外
交
委
貝
長
1
9
8
3
年
1
月
1
2
日
1
枚

日
米
首
日
食
眼
に
つ
い
て
伊
風
外
交
委
貝
長
1
9
8
3
年
1
月
1
9
日
ユ
枚

原
子
力
空
母
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
の
佐
世
保
寄
幡
に
つ
い
て
中
尾
政
策
蔓
貝
長

1
9
8
3
年
3
．
月
1
1
日
1
枚

先
巡
国
首
田
舎
後
に
つ
い
て
伊
尽
外
交
委
負
長
1
9
8
3
年
5
月
3
1
日
1
枚

ソ
連
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
幽
長
の
死
去
に
隔
し
て
中
島
政
簸
委
貝
長
1
9
8
4
年
2
月

・
1
0
．

２ ５ １２ ２ ３

１ １ １
ｰ ｰ 0
1

2
－
1

2
－
2
0 ５ ０
３ １
一 一
２ ３

【
資
産
公
開
問
題
】

閣
煉
の
資
金
公
開
の
範
囲
，
方
怯
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
（
1
9
8
3
年
1
2
月

2
7
日
閣
畿
申
合
わ
せ
）
内
閣
官
房
長
官
同
文
2
綴

閣
係
の
資
産
公
開
の
発
足
に
あ
っ
て
山
口
敏
夫
幹
事
長
1
9
8
4
年
1
月
1
4
8

1
枚

資
産
公
開
制
度
の
実
魔
を
評
価
す
る
山
口
敏
夫
幹
事
長
l
9
8
q
年
1
月
2
4
日

1
枚

断
自
由
ク
ラ
ブ
賓
産
公
開
反
応
関
係
記
事
1
9
8
4
年
4
月
5
日
2
卓

国
会
瞳
貝
（
断
自
由
ク
ラ
ブ
）
昭
和
5
8
年
度
所
得
お
よ
び
納
税
額
2
畷

同
上
昭
和
5
9
年
度
1
括

資
金
公
開
昭
和
5
9
年
公
表
．
同
文
2
厘

資
金
公
開
実
施
綾
竃
昭
和
5
9
年
度
同
文
2
点

「
国
会
磯
貝
の
資
金
公
開
に
つ
い
て
』
昭
和
5
9
年
腹

石
原
健
太
郎

小
杉
隆

一
9
‐

3
－
1
5

8
8

6
－
2
句

２ ８ １

２ 一 一

一 ４ ５

３

６ ６ ０ ２ ９ ７

Ｚ ８ ８ ８ ７ ８

６

１ ０ ３

２ ３ ３

－ 一 一

５ ５ ６ 5
－
3
5

6
－
1

１ ２
４ ４
８ ８
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亀
時
行
政
寅
査
会
路
2
郎
会
輯
告
に
つ
い
て
(
予
算
幅
成
。
畝
行
．
財
政
投
触
賢
専
の

在
り
方
に
つ
い
て
）
中
馬
政
策
委
負
長
1
9
8
3
年
1
月
8
日
2
枚

臨
叫
行
政
調
査
会
第
2
鄙
会
傾
告
に
関
し
て
(
公
傭
貝
制
の
在
り
方
に
つ
い
,
て
）
中

尾
政
策
美
貝
長
1
9
6
3
年
1
月
1
4
日
2
枚

●

n
時
行
政
餌
夜
会
第
3
鄙
会
偲
告
に
つ
い
て
(
補
助
均
等
の
■
■
合
沮
化
に
つ
い
て
）

中
馬
政
策
委
員
長
1
9
8
3
年
1
月
1
0
日
2
枚

尾
時
行
政
■
壷
会
熔
4
郁
会
頓
告
に
関
し
て
《
侍
殊
怯
人
等
及
び
呪
東
等
の
在
り
方
に

つ
い
て
中
馬
政
策
委
貝
長
1
9
8
3
年
』
月
1
7
日
3
枚

臨
時
行
政
■
壷
会
箆
5
吹
答
申
(
最
終
答
申
）
.
に
つ
い
て
山
口
幹
事
長
1
9
8
3

年
3
月
1
4
日
1
枚

『
行
政
改
革
大
網
』
の
閣
暖
決
定
に
つ
い
て
中
局
政
箪
委
負
長
1
9
8
3
年
5
月

2
4
日
2
枚

亀
時
行
政
詞
査
会
推
進
客
盛
会
行
革
に
関
す
る
忘
見
害
に
つ
い
て
中
尾
政
箪
委
員
長

】
9
8
3
年
8
月
4
日
1
枚

行
政
改
草
推
進
審
睡
会
昭
和
6
1
年
度
予
算
に
向
け
た
行
財
政
改
革
に
関
す
る
怠
見
に

つ
い
て
小
杉
政
擬
委
員
長
】
9
8
5
年
7
月
2
2
8
1
枚

瞳
時
行
政
改
革
推
進
審
竣
会
行
革
の
推
進
方
簸
に
関
す
る
呑
申
に
つ
い
て
小
杉
政
鎧

萎
貝
長
1
9
8
5
年
7
月
2
2
日
j
枚

「
税
創
間
岨
』
自
由
民
主
党
椣
制
飼
査
会
資
料
(
内
邸
寅
科
）
1
9
8
5
年
1
2
月

】
8
日
1
5
枚

新
自
由
ク
ラ
ブ
税
創
改
革
提
貢
．
大
型
間
娘
税
ア
ン
ケ
ー
ト
顕
1
9
8
G
年
5
月

1
0
点

税
創
改
革
に
関
す
る
提
苗
硯
制
改
革
研
究
会
組
告
啓
（
原
文
）
．
内
改
訂
版

税
制
田
査
特
別
委
貝
会
」
9
8
5
年
2
点

自
由
民
主
党
税
■
園
査
会
中
間
報
告
及
び
同
慨
告
に
■
す
る
会
見
メ
モ
他
1
9
8
6

年
4
月
2
4
日
6
点

政
府
税
切
飼
麦
会
中
間
紺
青
に
つ
い
て
伊
■
政
策
委
員
長
1
9
8
6
年
4
月
1
枚

税
制
改
正
1
2
同
1
2
将
カ
セ
ッ
.
ト
テ
ー
プ
1
本

８ １ ９ ２ ６ ４ ５ ３ 弓２ ３ ２ ３ ３ ４ ５ ５６

５ ６ ５ ５ ５ ５ ６ ６

F
1
9
)

b
曲
凸
一
.
‐
〆

噂
二
9

輌 一 《 一 耗 嘩

【
文
教
関
侭
】

大
学
入
試
田
度
改
革
案
一
大
学
入
試
怯
案
憂
痢
一
【
1
9
7
7
年
］
同
文
2
樫
7
0

蹟
自
由
ク
ラ
ブ
枚
育
故
革
箆
1
次
試
察
季
■
の
改
革
に
つ
い
て
〔
1
9
7
7
年
〕

同
文
2
綴
4
1

現
行
大
学
教
育
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
7
年

1
1
月
2
6
H
1
枚
1
－
6

癌
導
教
官
の
断
学
習
指
導
要
釧
案
に
つ
い
て
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
8
年
6
月

2
3
日
1
枚
1
－
2
9

福
田
絶
理
の
敏
育
政
蹟
を
批
判
す
る
西
岡
幹
事
長
1
9
7
8
年
8
月
Z
l
B

I
則
文
2
部
2
－
3

家
永
翫
訟
の
最
高
酸
判
快
に
つ
い
て
山
口
幹
事
長
1
卿
8
2
年
4
月
8
日

1
枚
4
－
2
3

牧
科
書
検
定
に
遍
を
発
す
る
一
連
の
問
阻
に
関
し
て
の
申
し
入
れ
（
鈴
木
総
理
宛
）

1
9
8
2
年
8
月
1
7
日
2
枚
5
－
1
3

教
科
書
検
定
問
朗
の
政
府
見
齢
に
つ
い
て
中
馬
政
策
委
員
長
1
9
8
2
年
8
月

2
6
日
1
枚
釦
5
－
1
4

校
内
＆
力
・
非
行
間
題
僅
関
す
凸
提
言
校
内
＆
刀
・
非
行
問
題
小
委
負
会
小
蚕
員 ＠
。
-
3
9

長
小
杉
賎
1
9
6
3
年
4
月
7
日
9
枚

教
育
減
税
実
鹿
へ
の
提
琶
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
3
年
1
2
月
1
3
日
3
枚

｡
,
6
－
1
7

教
貝
の
資
質
向
上
の
た
め
の
提
首
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
3
年
1
2
月
1
3
日

4
枚
6
－
1
8

教
育
改
革
に
つ
い
て
の
考
え
方
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
5
年
6
月
6
日
4
枚
6
－
4
9

教
育
改
革
に
関
す
る
第
1
吹
答
申
に
つ
い
て
小
杉
政
篭
委
貝
長
1
9
8
5
年

6
月
2
6
日
1
枚
6
－
5
1

画
教
春
第
2
次
答
申
に
つ
い
て
の
田
望
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
6
年
2
月
2
1
日

2
枚
7
－
2

敏
育
改
革
に
関
す
る
鰯
2
次
将
申
に
つ
い
て
伊
麓
收
簸
委
貝
長
1
9
8
6
年
4
ノ
I

・
1
4
。

屠 緋 拐 華 ｓ 黄 舶 ・ 索 封 戸 。 与 八 （ Ｅ 針 ）

ｰ ｰ へ
。

【
税
制
問
昭
】

税
制
問
題
・
全
国
会
駿
員
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
（
醗
亮
新
聞
）
回
答
西
岡
武
夫

1
9
7
7
年
1
0
月
2
0
日
2
枚

偲
人
の
政
治
献
金
に
対
す
も
所
得
観
の
優
遇
処
匿
に
つ
い
て
（
資
璃
）
1
9
7
7
年

1
2
月
2
0
日
j
､
枚

政
府
観
剰
到
壷
会
の
一
般
椚
受
税
の
試
案
に
つ
も
､
て
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
8
年

9
月
1
2
日
1
枚
＝

一
般
消
費
税
に
つ
い
て
大
原
副
委
貝
長
メ
モ
』
9
7
8
年
9
月
1
4
日
1
枚

昭
和
5
4
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
8
年
1
2
月

l
綴

同
上
（
要
約
）
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
8
年
j
2
月
1
2
日
2
枚

減
模
要
求
に
つ
い
て
メ
モ
政
策
委
貝
会
1
9
8
2
年
2
月
2
2
日
2
枚

一
兆
円
減
税
要
求
要
綱
公
明
党
。
民
社
党
，
斬
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
2
年
2
月

2
4
日
2
枚

一
兆
円
減
税
共
同
要
求
日
本
社
会
党
．
公
明
党
．
民
社
党
．
断
自
由
ク
ラ
ブ

1
9
8
2
年
2
月
2
5
日
、
2
枚

所
得
段
減
税
に
関
す
る
申
し
入
れ
存
(
自
由
民
主
党
宛
）
公
明
党
，
民
社
党
，
断
自

由
ク
ラ
ブ
1
9
8
3
年
6
月
9
日
1
枚

悦
制
飼
査
会
『
所
得
快
・
住
民
税
部
会
組
告
j
に
関
し
て
中
馬
飲
鐙
要
員
長

1
9
8
3
年
1
0
月
A
7
日
1
枚

－
1
3
．

1
－
4

7
1 ６ ７
－ －
２ ２

１ １ 勺 》

６ １ １
２ ４

４ ６ ２ ． １１ １ １６
４ ４ ６
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卜却べ
の凶

百K1，
．尋’、
恥都－、

小窺便
、慨口皿
玉働醐富
極副

審憎唾ド
ユ⑩二

長，酔い
くり⑩型
今穆卜寒
母沮の週
e軽くく
し唇区

JDj樫営
唖週涜蟹駐
以担鰹eN
側轟飛来拭
塩H1、閣巨
牽砂、針
堀”田マ
写の回の唾
遡昇覆辱卜
画留雷

０
口
－
０

鐘篭（
卜
Ｎ
ｌ
『

の
マ

副
マ
ー
の

叩
の
ｌ
①

”剣○

”I園

I守

”守

のN

“③

11

ママ

寸
’
ぬ

mO

向N

ll

N”

副
『
Ｉ
『

０
、
●
Ｐ
Ｃ
、
１
１
分
■
■
ｆ

⑳
闘
延
」
｜

ず
‐
、
１
。
、
、

の
Ｉ
卜

製
醐
【
翠
沖
回
笹
谷
計
溥
彊
画
鷺
冷
逼
叶
『
の
昇
蟹

。
（
撰
毎
）
雑
泓
座
Ｋ
号
嗣
浬
珂
魯
悩
叶
『
⑩
尋
啓
・
僚
抵
毎
種
狂
涌
・
Ｐ
ｚ
ｆ
ｕ
毎
淀

幻
や
稜
ソ
日
鑓
湧
く
渦
尋
朴
螢
。
（
亜
試
鞍
①
⑩
の
ご
体
拭
靱
劃
忘
却
国
軍
匪
郡
拭

尋
『
垣
”
園

函
④
射
②
卜
①
『
耐
い
い
題
唾
酉

尋
マ
い
い
、
田
四
害

狸
『
判
司
坦
尋
ト
計
四
⑩
α
『
申
武
底
簸
〕
１
，
１
璽
匝
糧
圃

尋
『
、
の
酎
亜
②
射
ぬ
②
の
『
筑
Ｉ
Ｐ
Ｉ
雨
武
噸
越
回
副
醐
壕
溜
軟
鋼
慨

尋
醐
画
”
『
函
の
射
ぬ
①
の
『
沖
回
ｅ
く
註
営
〕
Ｊ
題
ソ
晒
左
域
睡
岩
圃

尋
の
針
の
四
の
バ
ー
虞
塵
蝋
過
匿
画
国
Ｉ
Ｗ
ｚ
ｆ
１
国
厘
塔
圃

揮
醐
園
針
の
⑩
⑦
『
“
訊
璽
＆
魂
導
掴
幽
溢
画
ｅ
瓶
小
、
巴
皿
審

喜
駆
函
厘
等
細
幽
糧
圃

尋
醐
、
。
『
亜
『
射
の
①
の
『
州
画
縦

令
碩
匝
掻
画
・
蝋
虹
惚
湛
趨
慣
ｓ
ｐ
ｕ
『
騒
嶺
骨
単
色
ｅ
似
ｅ
楊
溶
掴
邸
』
ｅ
溢
図

尋
『
画
吟
醐

亟
卜
計
の
⑳
の
『
車
ご
慨
湛
趨
鞠
号
〕
参
Ｆ
１
吾
沖
ｓ
頓
画
慨
倒
捌
鯉
陣
掻
圃

遥
醐
拭
巨
Ｒ
針
守
の
の
『
や
ふ
い
辿
晒
お
華
劉
控
側
覇
宙
騨
岬

尋
醐
画
卜
尽

亟
の
塒
醐
⑳
の
『
躯
■
惚
号
因
Ｅ
岩
国
稲
小
心
母
皿
塵
甑
忠
臣
丑
雑
褐
洛
掻
圃

尋
マ
画
ゆ
司
吹

の
計
醐
⑳
の
『
噸
画
蝋
舌
因
匡
糧
圃
瓶
巾
、
田
四
審
１
慨
だ
『
唾
Ｉ
慨
掛
溶
岩
画

尋
寸
ロ
ト
唾
の
針
醐
”
の
『
噸
虹
漁
鐸
一
、
喚
骨
釦
王
覗
虹
漁
急
副
題
蝦
圃

尋
マ
、
マ
『
函
守
計
醐
②
①
【
卯
厩
鋸
詑
稜
喝
ご
現
困
惑
政
任
〕

ら
い
￥
鹿
箪
鯛
画
惚
狸
頭
浬
逼
騒
「
牒
麓
私
心
や
間
尋
部
屋
『
ｅ
灘
腫
普
渦
潮
涜
掴
」

尋
『
画
”
『

亟
働
母
則
⑳
①
『
（
度
爆
ぜ
歴
）
墜
域
噸
画
穐
肴
頓
璽
甑
舌
圏
匡
エ
ー
Ｒ
列
Ｉ
弓
、

尋
醐
、
①
『

哩
倒
『
母
『
①
の
『
起
逼
噸
碁
な
ロ
ヨ
Ｐ
二
口
ｕ
斑
秤
朝
沌
頃
ｅ
邑
粧
擁
剛
国
状

（
報
海
函
）
歴
制

、
唄
園
唾
①
母
『
⑳
の
『
車
画
轍
湛
鰯
惠
埠
隈
丞
、
１
畳
沖
ｅ
佃
竃
因
歯
破

尋
『
画
の
副
唾
副
『
母
○
四
の
『
車
画
慨
湛
掻
馬
渥
Ｐ
１
ｐ
ｕ
邑
高
制
叶
餌
瞳

尋
醐

｝

画
”
醐
亜
科
『
母
の
ト
の
『
恥
小
心
田
皿
寝
〕
二
心
以
係
頓
母
く
軍
票
覆
靭
爵
砿

尋
”
唾
『
司
珊
ト
ト
の
『
ｌ
雑
髭
蟹
這
週
頓
巴
醐
⑳
壇
Ｉ
匠
侭
骨
潮
ｅ
遭
陣
護
国

（
狸
掴
・
趨
瞳
〕

０
の
－
０

尋
『

隈
二
口
ど
雰
塩
ぺ
罠
迄
鶴
ｅ
米
週
針
め
い
尋
曽

葛
く
号
憎
二
。
￥
塩
釆
蒋
剤
矧
図
針
酬
い
昇
審

【
園
巨
奪
図
■
〕
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Ⅲ
【
国
会
関
係
】

尾
8
0
国
会
衆
嵐
院
本
会
砥
河
野
代
汲
寅
問
槙
脱
蘭
1
9
7
7
年
2
月
4
日

1
綴

野
党
国
対
委
貝
長
会
麟
合
な
事
項
1
9
7
7
年
1
0
月
1
2
日
1
枚

『
唾
院
に
お
け
る
狂
人
の
宜
曽
及
び
証
首
等
に
関
す
る
怯
律
』
の
改
正
要
綱
案
政

策
審
瞳
会
1
9
7
7
年
ユ
ュ
月
1
5
日
5
枚

露
8
2
国
会
衆
嵐
院
社
会
労
勧
委
貝
会
健
康
保
険
法
に
関
す
る
酎
蝕
工
届
晃
委

貝
討
箇
要
旨
1
9
7
7
年
1
1
月
1
枚

第
8
3
．
8
4
回
国
会
提
出
主
な
按
案
等
に
対
す
る
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
■
度

1
9
7
7
年
1
2
月
～
1
9
7
8
年
6
月
ユ
樋

箆
9
3
国
会
衆
僅
院
本
会
域
河
野
代
表
頁
間
摸
醜
■
1
9
8
0
年
ユ
0
月
7
日

1
綴

同
上
河
野
代
表
反
問
要
旨
1
8
8
0
年
ユ
0
月
7
日
2
枚

鱈
9
4
国
会
衆
唆
院
本
会
喚
中
馬
磯
貝
頁
間
原
璃
1
9
8
1
年
5
月
ユ
5
日

1
綴

仲
駿
裁
定
完
全
実
施
を
す
る
に
当
っ
て
の
申
し
合
わ
せ
．
与
野
党
国
対
美
員
長
会
麟

1
9
8
1
年
1
0
月
2
6
日
1
枚

四
党
香
記
長
・
幹
事
長
・
国
対
委
員
長
会
談
合
な
メ
モ
斬
自
連
国
対
事
務
局

1
9
8
2
年
1
月
2
2
日
1
枚

第
9
6
国
会
衆
畿
院
本
会
袋
河
野
代
表
質
問
要
旨
1
9
8
2
年
1
月
2
8
日

3
枚

予
算
委
員
会
な
ら
び
に
本
会
蚤
開
会
強
行
に
対
す
る
抗
唆
声
明
（
三
党
共
同
）
民
社

党
・
国
民
連
合
，
新
自
由
ク
ラ
ブ
，
社
会
民
主
連
合
1
9
8
2
年
2
月
1
6
日

1
枚

会
期
延
長
賛
成
の
理
由
害
政
策
委
員
会
［
1
9
8
2
】
2
枚

衆
謹
院
予
算
委
員
会
関
係
；
中
馬
謹
員
寅
同
骨
子
（
1
9
8
6
年
2
月
1
9
日
）
，

山
口
議
員
頁
間
骨
子
（
1
9
も
6
年
2
月
3
日
）
他
8
点

国
会
質
問
事
項
頬
小
杉
窪
員
（
1
9
8
6
年
4
月
）
，
山
口
竣
員
（
1
9
8
6
年

2
月
）
他
4
点

昭
和
5
3
年
度
予
算
に
対
す
る
共
同
修
正
要
求
（
般
終
案
）
日
本
社
会
党
．
公
明

党
，
民
社
党
．
日
本
共
産
党
．
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
8
年
2
月
2
0
日

4
枚
】
－
1
8

昭
和
5
3
年
度
予
算
3
案
の
衆
院
通
過
に
当
っ
て
く
鮫
砥
＞
西
岡
幹
事
長

〔
1
9
7
8
年
］
1
枚
1
－
2
0

昭
和
5
4
年
度
予
算
掻
尊
要
求
に
関
す
る
要
艮
（
第
ユ
次
）
新
自
由
ク
ラ
ブ

ユ
9
7
8
年
8
月
7
日
同
文
2
E
1
6
,
8
1

文
毎
省
所
管
予
算
（
一
敗
会
計
）
唖
及
び
国
の
一
鮫
会
計
予
拝
に
対
す
る
文
邸
省

一
敗
会
計
予
弊
の
樹
合
（
昭
和
4
7
～
5
3
）
、
文
教
予
算
の
推
移
1
9
7
8

年
8
月
2
1
日
2
枚
2
－
3
9

昭
和
5
8
年
度
櫨
正
予
稗
に
つ
い
て
自
民
党
・
断
自
由
ク
ラ
ブ
合
本
事
項
原
稿
及

び
新
聞
紀
事
（
1
9
7
8
年
1
0
月
6
日
）
ほ
か
関
連
事
項
8
枚
2
－
4
3

昭
和
5
3
年
度
予
算
催
正
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
断
自
由
ク
ラ
ブ
2
枚
1
－
1
9

昭
和
5
3
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
（
冗
え
香
き
）
新
自
由
ク
ラ
ブ
2
枚
1
－
3
2

補
正
予
算
成
立
に
あ
た
っ
て
く
腰
露
＞
西
岡
幹
事
長
1
9
7
8
年
1
0
月
1
3
日

1
枚
2
－
9

昭
和
5
3
年
度
予
算
政
府
案
園
成
に
つ
い
て
の
共
同
申
し
入
れ
一
内
閣
総
理
大
臣
宛
一

日
本
社
会
党
，
公
明
党
・
国
民
会
麟
。
民
社
党
，
日
本
共
産
党
・
革
新
共
I
母
・
新

自
由
ク
．
ラ
ブ
1
9
7
8
年
1
2
月
2
7
日
1
枚
1
－
2
』

昭
和
5
4
年
度
予
算
紹
成
に
臨
む
わ
が
党
の
基
本
的
態
度
新
自
由
ク
ラ
ブ

1
9
7
8
年
1
2
月
1
2
日
（
原
葛
）
。
2
6
日
3
点
1
5
，
3
5

昭
和
5
4
年
度
予
算
縄
成
に
つ
い
て
の
再
提
言
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
9
年
1

月
9
日
2
枚
2
－
1
2

昭
和
5
4
年
度
予
算
政
府
原
秦
に
つ
い
て
有
田
政
鎧
委
員
長
1
9
7
9
年
1
月

1
1
日
1
枚
2
二
1
3

昭
和
5
4
年
度
予
算
案
に
対
す
る
修
正
案
並
び
に
当
面
の
政
策
要
求
事
項
有
田
政

訂

箪
委
貝
長
』
9
7
9
年
2
月
1
7
日
同
文
2
点
2
－
1
4
．
5
0

昭
和
5
4
年
度
予
算
反
対
の
経
緯
と
新
聞
紙
道
へ
の
反
翰
西
岡
幹
事
長
原
稿

［
】
9
7
9
年
3
月
］
l
寵
2
－
1
7

昭
和
5
5
年
度
予
算
紹
成
に
臨
む
基
本
的
態
度
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
9
年
1
2

月
1
2
8
2
枚
1
5

昭
和
5
5
年
度
予
算
縄
成
に
つ
い
て
の
再
提
言
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
9
年
1
2

月
2
4
日
2
枚
2
－
3
6

昭
和
5
5
年
度
予
算
に
つ
い
て
の
岐
跳
要
盟
新
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
9
年
1
2
月

2
8
日
2
枚
2
－
3
7

昭
和
5
5
年
度
予
算
政
府
原
案
に
つ
い
て
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
9
年
1
2
月

2
9
日
2
枚
2
－
3
9

昭
和
5
5
年
度
予
算
政
府
原
案
に
つ
い
て
の
わ
が
党
の
岐
暁
要
望
及
び
自
民
党
回
答

柿
沢
政
簸
委
貝
長
1
9
8
0
年
3
月
6
，
7
日
】
観
2
－
4
2

・
1
8
．

6
5

1
－
1
0 ２ ９ ０６ ２

１

6
6

3
－
1
1

舜 詳 橿 章 ｓ 芦 締 ・ 索 刺 行 、 与 八 （ Ｅ 丹 ）

４ ９ ８ ７３ ３

４ ４３

ｰ ｰ <
C

１ ８
１ ３
一 一
４ ４

の べ 〕 ○ 日 《 Ｊ
の

一 口 毎 ‐ 一 一

○ ０ ▲ 可 砥 勾 ″ 一 回

《 ｑ ） 叫 》 《 『 》 坐

に 作 尋

〔
予
算
関
係
〕

昭
和
5
3
年
度
予
算
原
案
内
示
に
つ
い
て
西
向
幹
事
長
1
9
7
7
年
2
枚

昭
和
5
3
年
度
予
算
縄
成
に
対
す
る
態
度
付
省
庁
別
重
点
項
目
（
別
綴
）
新
自

由
ク
ラ
ブ
1
9
7
7
年
1
2
月
1
6
日
2
綴

昭
和
5
3
年
度
予
算
輯
成
に
つ
い
て
の
江
見
と
提
案
（
自
民
党
政
買
へ
の
申
し
入
れ
）

断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
7
7
年
．
1
2
月
2
6
日
2
枚

昭
和
5
3
年
度
予
算
の
肢
重
点
項
目
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
1
枚

社
会
保
障
関
係
追
加
典
用
（
野
党
共
同
修
正
案
力
)
1
9
7
8
年
2
月
1
8
日

2
枚

－
1
7
－

1
－
1
3

1
7
，
7
1 ５ ４
１ １
一 一
１ １ 】
－
1
．
7
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マ
ー
ト
②○の
Ｉ
⑲

＠
の
Ｉ
の

『
マ
ー
①

。
マ
ー
の 卜

。
『
産
Ｎ
拭
這
こ
○
詞

室
の
鞍
。
⑳
唖
【
稲
小
心
巴
匹
塞
狂
侭
哀
箸
箸
冨
浬
寄
葬
・
迩
夷
保
善
。
。
尋
毒

四
劃
ｌ
園

渥
『

匡
①
垂
○
一
暖
の
卜
の
『
輯
混
噸
吾
な
１
塞
三
臣
ｗ
嘆
竃
如
暑
菊
彗
匠
心
尭
匿

の
○
一

罷
悶

封
巨
エ
〔
唾
①
計
①
卜
①
『
い
い
皐
巴
退
塵
耳
Ｋ
衷
署
牙
蕗
沙
篭
マ
の
辱
啓

⑳
の
配
【
（
一
ｃ
『
函
唾
号
⑦
卜
の
『
１
擁
宝
牽
警
い
い
、
巴
壁
宕
ｌ
藤
Ｋ
畷
署
努
翻
勃

寸
副
鱈
［
ェ
の
Ｎ
画
一
蝦
の
卜
切
『
１
弾
璽
毒
野
猯
い
、
召
廻
審
Ｉ
埠
Ｓ
腰
毎
硲
翻
歎

『
卜
尋
〔
誉
α
卜
醗
『

単
語
冨
昌
車
躬
暑
収
萩
梯
繭
侭
裂
１
語
憎
忌
Ｆ
Ｍ
↓
薮
電
子
朝
侭
智
１
毒
基
『
瀧

吾
卜
尋
『
麺
守
醐
亜
叩
婿
の
卜
①
『
唄
瞥
芯
匿
涯
し
ｆ
茎
鋼
蜂
階
侭
裂
１
蒔
型
切
職

『
卜
１
吋
【
屍
骨
歴
霜
絡

劃
ｌ
醇
胴
い
、
母
国
毒
弾
郡
匡
叩
【
唾
の
計
の
卜
雰
『
（
測
匠
・
魔
凶
・
測
悟

・
斑
塞
崖
掴
・
頃
凶
悟
・
野
鼠
）
砥
１
躍
鐘
鵜
翻
侭
裂
ｉ
等
仁
岩
国
寺
卦
守
晩
尋
啓

司
卜
尋
唾
。
鈍
・
の
．
②
卜
の
ご

竪
誕
祖
ら
劇
凶
製
品
骨
ａ
『
・
の
．
⑳
卜
の
ご
凶
裂
塑
撃
赴
・
談
童

。
鈍
・
で
．
②
卜
の
ご
凶
碧
画
仔
・
画
臣
・
王
長
逐
壊
罰
類
暑
翻
歎
互
だ

【
卜
・
の
雨
Ｉ
【
、
の
倒
唾
マ
母
⑮
↑
の
『
胴
小
心
田
四
審
盤
武
ｅ
〕
参
や
型
綿
硬
絡
鼠
罷

『
卜
秤
『

、
【
肉
函
守
母
唾
卜
の
『
伽
巫
漁
湛
萩
雑
菌
増
瓦
醇
距
華
叩
垂
穐
辿
馨
預
侭
裂

の
。
『
産
【
、
『
唾
①
針
ト
ト
の
『
い
い
心
題
皿
密
区
Ｋ
騒
塔
帯
噸
浬
麗
神

園
。
【
虚
『
国
Ｃ
【
唾
『
『

針
、
卜
①
『
恥
小
、
田
征
壌
堅
趨
Ｋ
十
判
趣
鋼
製
圏
ｅ
心
恨
ｌ
ｇ
Ｋ
湛
趨
掛
預
勃

一
竃
囲
軒
蘭
一
己

、
●
Ｉ
ｑ
Ｇ
■
割

。
▲

○
闇
』
‐

製
の
秒
言
の
ｌ
㈲
の
辱
聾
）
砿

Ｉ
ト
ペ
唇
餌
母
箇
劇
郵
騨
・
冑
の
’
○
マ
昇
雷
）
廼
圃
や
■
熟
Ｉ
峠
唾
圃
群
串
樹
Ｋ

樺
司

匡
守
唾
や
針
の
⑳
①
『
酉
沮
車
浄
な
ロ
ヨ
ド
Ｆ
裡
舟
￥
倒
彊
斡
半
囲
珊
『
の
尋
酉

尋
醐
即
座
ｅ
斡
冷
連
射
『
①
。
○
の
昇
聾

揮
引
匡
”
副
哩

醐
『
針
い
①
α
『
眼
画
惚
涜
擬
葬
そ
憎
皇
Ｆ
１
僚
函
図
Ｋ
斡
冷
運
針
『
の
尋
野

尋
寸
画
の
【

唾
醐
『
針
、
①
の
『
稲
小
心
田
皿
函
輯
鼠
幻
や
璽
以
笛
透
斌
半
迎
針
『
の
辱
盟

瀞
『
四
守
園

函
酎
『
母
守
②
②
『
車
画
轍
湛
趨
粋
冬
脾
ｚ
Ｆ
１
灘
凄
漣
Ｋ
斡
串
浬
財
○
①
辱
留

尋
で

国
。
『
函
副
『
針
守
⑩
②
『
（
だ
醐
匿
）
■
竃
坤
怜
霊
￥
吾
理
城
半
劃
卦
○
℃
辱
謡

9

局
9

－ 弓④動N卜つ誇到卜マコの、O

III－園l閥、園N侭鏡の園の

守ママlilolIIll
守守u〕LO晩のu3の｡｡

門”醐側

“N”~

111

””マ

司⑲詞

I司一

”11

””
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鰯
3
8
回
衆
■
院
韓
遡
季
公
箆
供
補
有
名
律
」
9
8
6
年
5
月
2
8
日
1
枚

昭
和
6
1
年
度
通
挙
事
趨
局
蜜
料

■
笹
分
担
表
6
月
2
枚
．
参
換
院
困
挙
候
補
者
経
醗
東
京
新
聞
送
付
の
件

5
月
2
日
1
枚
．
大
阪
府
連
合
申
輔
B
4
月
3
0
8
1
枚
，
遊
設
用

ダ
ン
ピ
ラ
ネ
ー
ミ
ン
グ
リ
ス
ト
5
月
1
4
日
■
1
枚
等
5
点
．

ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
お
■
い
6
月
1
8
日
1
枚
．
代
衷
，
幹
事
長
遇
準
日
唾

ユ
枚
等
3
点

朝
日
鯖
聞
ア
ン
ケ
ー
ト
加
地
和
供
補
依
傾
尿
稿
同
巷
1
9
8
6
年
5
月
2
8
8

6
枚

週
挙
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
ウ
グ
イ
ス
娘
）
遊
鋭
マ
ニ
ュ
ア
ル
1
9
8
6
年
5
月
5
枚

心
唆
院
全
国
比
例
区
得
票
実
敏
遍
挙
対
策
本
節
1
9
8
6
年
5
月
1
崖

衆
参
ダ
ブ
ル
遍
挙
に
向
け
て
姐
繊
委
貝
会
1
9
8
6
年
6
月
6
日
1
枚

第
1
4
回
参
餌
陰
堂
負
侯
補
者
一
覧
妖
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
6
年
6
月
1
6
日

同
文
2
点
・

第
1
4
回
参
■
貝
嵐
貝
遇
拳
に
あ
た
っ
て
断
自
由
ク
ラ
ブ
ユ
9
8
6
年
6
月

1
8
日
1
枚

新
自
由
ク
ラ
ブ
椎
菖
候
補
リ
ス
ト
1
9
8
6
年
6
月
2
0
日
1
枚

選
挙
亭
務
所
設
直
届
札
頓
1
9
8
6
年
6
月
2
3
日
1
枚

第
1
4
回
参
盛
院
鐘
貝
選
挙
新
自
由
ク
ラ
ブ
供
補
肴
目
概
得
碩
散
等
1
9
8
6
年

6
月
8
枚

第
1
4
回
参
崖
院
繊
負
遍
挙
（
昭
和
6
1
年
7
月
7
日
）
関
係
事
秩
綴
l
綴

第
3
8
用
衆
後
院
週
挙
立
候
補
者
一
覧
朝
日
断
聞
6
月
2
2
日
付
他
2
貞

第
3
8
回
衆
麓
院
畿
員
候
補
者
一
寅
表
新
自
由
ク
ラ
ブ
6
枚

昭
和
6
1
年
退
挙
新
自
由
ク
ラ
ブ
公
約
各
新
聞
社
宛
1
9
8
6
年
6
月
6
点

昭
和
6
1
年
週
挙
に
関
し
て
新
聞
社
，
間
体
等
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
甑
8
点

衆
参
同
時
遍
挙
を
焼
え
て
山
口
逝
挙
対
策
本
部
長
1
9
8
6
年
7
月
6
u

1
枚

＝

鰯
3
8
回
衆
蚤
院
選
挙
・
第
1
4
何
参
蚤
院
遡
添
（
昭
和
6
1
年
7
月
7
日
施
行
）

選
単
結
果
新
聞
記
事
等

北
海
道
・
東
北
地
区
7
点

関
東
甲
信
越
地
区
8
点

東
海
・
北
陸
地
区
7
患

近
殴
地
区
6
点

四
国
・
中
国
地
区
8
鹿

九
州
地
区
7
点

ダ
ブ
ル
週
挙
後
の
院
内
会
撮
問
昭
に
関
す
る
新
聞
記
事
1
9
8
6
年
7
ノ
リ
1
厩

新
自
由
ク
ラ
ブ
国
政
遇
挙
結
果
配
峰
（
咽
鞄
5
1
年
1
2
月
5
日
～
6
1
年
7
月
c
ロ

投
凧
分
）
週
挙
対
箪
本
圃
1
9
8
6
年
8
月
2
点

週
挙
対
簸
委
貝
会
関
係
宛
賭
処
噸
事
項
1
9
8
6
年
8
月
1
8
日
2
枚

－
2
2
．

2
8

鰯
3
2
～
3
4
回
衆
織
院
後
貝
総
週
挙
一
覧
（
昭
鞠
4
4
年
1
2
月
2
7
日
・
昭
和

4
7
年
』
2
月
ユ
0
日
・
昭
和
5
1
年
1
2
月
5
日
）
釿
自
由
ク
ラ
ブ
1
冊
1
0
0

第
2
9
～
3
5
回
厳
盛
院
唆
貝
週
挙
較
計
地
区
別
駅
自
由
ク
ラ
ブ
1
綴
8
9

酵
田
院
■
貝
遇
挙
関
係
断
聞
記
事
切
り
抜
き
帖

1
9
8
0
年
2
月
2
8
日
～
4
月
5
日
l
舟
9
9
－
1

1
9
8
0
年
4
月
5
日
～
4
月
】
7
日
1
冊
9
4
－
2

ユ
9
8
0
年
4
月
ユ
7
日
～
5
月
1
3
日
1
冊
9
4
－
3

】
9
8
0
年
5
月
1
3
日
～
6
月
1
日
1
冊
9
4
－
4

衆
観
院
盛
貝
遍
挙
関
係
新
聞
記
事
切
抜
帖

1
9
8
0
年
5
月
1
7
日
～
5
月
2
5
日
l
侭
9
3
－
1

1
9
8
0
年
5
月
2
5
日
～
5
月
2
9
日
1
冊
9
3
－
2

1
9
8
0
年
6
月
2
日
～
6
月
5
日
1
母
9
3
－
3

1
9
8
0
年
6
月
5
日
～
6
月
1
2
日
1
日
9
3
－
4

衆
・
参
両
院
週
挙
倍
増
当
週
居
科
に
関
連
し
て
山
口
幹
事
長
麟
儲
1
9
8
0
年

6
月
1
枚
3
－
9

昭
和
5
1
，
5
4
0
5
5
年
度
衆
盛
院
週
挙
全
国
週
準
備
勢
の
犠
況
及
分
横
新
自
由

：
ク
ラ
ブ
2
堀
7
、

東
京
都
会
畿
負
遇
挙
用
政
党
ビ
ラ
1
，
2
号
；
第
1
3
回
参
臓
院
週
挙
用
政
党

ビ
ラ
1
号
新
自
由
ク
ラ
ブ
・
民
主
連
合
1
9
8
0
年
3
枚
9
5

第
1
0
回
絞
一
地
方
選
挙
公
錫
・
推
薦
候
補
者
名
縛
1
9
8
3
年
2
月
1
0
日
現
在

新
自
由
ク
ラ
ブ
1
幅
2
1

絞
一
地
方
週
挙
の
ス
タ
ー
ト
に
際
し
て
山
口
遇
対
本
部
長
1
9
8
3
年
3
月
1
5

日
1
枚
5
－
3
7

戟
一
地
方
遇
前
半
職
を
終
了
し
て
山
口
遺
対
本
部
長
1
9
8
3
年
4
月
1
0
日

1
枚
［
0
－
4
0

絃
一
地
方
迩
挙
2
銭
え
て
山
口
睦
合
対
策
本
部
長
1
9
8
3
年
4
月
2
5
日

1
枚
．
、
4
－
4
1

緯
逝
挙
に
の
ぞ
む
十
の
約
束
断
自
由
ク
ラ
ブ
1
9
8
3
年
1
1
月
l
7
B
5
枚
4
－
1
5

昭
和
5
8
年
遍
挙
政
簸
大
綱
新
自
由
ク
ラ
ブ
民
主
連
合
1
9
8
3
年
5
月
j
日
．

1
2
月
1
日
同
文
2
冊
】
l
C

第
1
3
回
巻
溢
院
選
挙
公
約
1
9
8
3
年
5
月
2
0
日
，
第
3
7
回
衆
掻
院
週
挙
公

てF
デも
二2

約
1
9
8
約
年
1
1
月
1
7
日
2
点

移
譲
院
峻
員
週
挙
結
果
に
つ
い
て
く
党
声
明
＞
斬
自
曲
ク
ラ
ブ
1
9
8
3
年
6
月

2
7
日
1
枚
6
－
4

雄
遼
挙
に
当
っ
て
山
口
週
対
本
部
長
1
9
8
3
年
1
2
月
2
日
1
枚
6
－
1
6

地
方
騒
貝
週
挙
立
候
補
申
8
W
書
及
椎
■
状
駅
自
由
ク
ラ
ブ

叩
和
5
8
年
週
準
分
2
袋
7
4
－
1
，
2

昭
和
6
0
年
週
挙
分
l
袋
7
4
－
3

河
野
代
安
遊
鋭
日
曜
袋
他
退
挙
対
箪
本
部
1
9
8
6
年
5
月
2
4
日
他
3
点
_
F
5
-
2

．
2
1
．

③ ⑬ 震 〉 “
罵 緋 腸 華 Ｓ 貴 紙 ・ 索 刺 両 口 与 八 （ Ｅ 骨 ）

_
一
一
一
▲

グ f
F
6
－
1 ２ ， １ ゞ ８

１ 菫 、 ２

－ － ６ ．

７ 編

ｰ 【
。
ｰ

‐ ｊ け

零 脚

』 【 仏 参 〃 ８ ８

－ ゞ ７ ９

が 。 》

〆 炉 債 。 』

Ｉ

7
－
1
4 １ ２ ３ ４ ５ ６ ２

－ 一 一 一 一 － ７

３ ３ ３ ３ ３ ３

７ ７ ７ ７ ７ ７

匡 唾 〆 八 別 〆

一 一 一

６
Ｆ ． づ Ｆ



国文学研究資料館紀要アーカイプズ研究編第1号（通巻第36号）

の
ｌ
区

副
１
回

『
１
画

副討

揖偶

＞＞

Ｎ
Ｉ
ｏ
ン

『
’
○
シ

マ
ー
．
Ｆ
シ

徳
Ｉ
Ｆ
シ

司到－

11の

毎毎

K『<

語鶚

－“･

卜I①

幹

雨
承
灼

【
本
飽

》
【
一

司園

11

1卜I卜

蓮輯

ベ－

11

渚帥

狸
『
郡
唾
っ
『
（
い
争
卜
式
〉
嵐
紳
ｅ
沖
溢
倒
・
渥
里

産
昌
仁
慈
国
の
【
亜
『
計
⑳
卜
の
『
（
審
壁
帥
）
襲
噂
柄
小
、
田
皿
奏
劃
当
壇
途
『
望

尋
則
函
の
針
⑳
卜
の
『
皇
冨
穐
ｓ

掴
駆
鰍
徳
望
噌
却
閏
糧
津
只
・
画
『
『
亜
『
針
⑳
卜
の
『
騨
唾
姻
辱
劃
圏
君
途
員

塵
【
く
ｘ
ミ
ト
、
ト
ー
ｘ
画
絶
稲
小
、
田
皿
塀
ら
劇
覗
Ｋ
斬
歯

骨
『
Ｅ
Ｅ
”
零
国
覇
煙
彊
砲

唾皿

嘩磨
毒国

昌の
皿“トJ

僧唾』
瓶の和

IF、針S
，醐剖室
田②＝－

皿のV

表ぺや
鰹国

伽潮⑩

歯画e－
壕惚浬函

Aj垂謡醐
製圏轡卦
暦車画審守

e－網鴛①
中I①

溢槙司
覇唾冬塑．

葛の褐e4N
渥叶eSm

痢司針裡轍
筵のイ〈e巌
稲のT，倒懸
小再1F渥恥

、、岡’i，
一田厘巴空趣、
律皿4X皿司舞巴

亙嚢毒渥
一

理
『
画
垂
剥
亟
○
二
紗
②
卜
の
一唾

、
②

骨
『
稲
Ｉ
卜
車
選
三
○
垂
唾
範

骨
『
柄
Ｉ
卜
殖
酋
画
の

唾
醐
『
卦
①
卜
の
【
心
噸
碍
な
函
超
・
踊
導
古
雇
武
無
紳
毘
Ｓ
ｍ
罰
薩
悪
好
南
灘

骨
『
唾
の
函
唾
①
射
寸
⑳
①
『
伽
Ｋ
麺
斑
筆
画
鯛
回
⑳
厩

掛
『
一
執
科
代
侭
卜
辿
画
醐
亜
の
壁
。
⑳
の
べ
呈
孤
！
戦
礪
導
三
田

骨
『
唾
の
射
ぬ
の
①
『
（
箙
寺
早
急
。
ｇ
硬
塵
些
如
鯛
刊
幽
胴
い
い
田
皿
審

畏
べ
い
’
卜
餐
味
辿

唾
の
射
の
卜
の
『
拳
寵
八
億
川
吋
八
け
型
ユ
ト
唾
“
住
紹
砺
流
小
心
田
価
裏

骨
醐
猯
Ｉ
卜
賛
卜
迦
害
橿
、
ト
副
唾
『
『
射

の
↑
の
『
（
旺
盛
色
瓶
い
、
田
血
審
）
『
涙
彊
義
具
叙
義
碍
」
ｌ
心
卜
叙
軽
エ
嚢
ｚ

骨
『
稲
ｌ
卜
侭
卜
迦

坐
藩
入
漁
川
、
八
け
型
ユ
ト
註
の
副
ｅ
叶
牡
由
喧
升
蘭
越
財
マ
の
昇
匿

｛
■
ｘ
帥
・
Ｉ
串
Ｋ
葵
・
侭
咋
型
］

（
劃
Ｋ
）
宝
の

》
到
り

串

× 尋
碆守
己
神澤
耀司区

嵯竪

収
歴歴昂

絡“K
朔邑鶚
胴猯い

い1，1F

、、、

召里田

皿皿皿

壌塀塩

報
『
緋
渇
蚕
添
い
毎
畳
仁
磨

値
巽
料
書
記
割
画
く
窒
縄
号
醒
鞭
種
糟
柊
畿

エ
入
卜
て
・
掛
璽
・
畳
紐
於
小
、
缶
廻
毎

琶
◇
昏
旬
可
■
■
△
６
夕

”
Ｉ
の
』
今
、

副
ｍ
ｌ
の

，、

ノカミ

9
⑳
Ｉ
の

。
カ
ー
で

⑳
『
ｌ
”

劇面

寸司

11

mの

唖
”
Ｉ
の

唾
剰

＠
Ｎ

マ
マ

唾
偉

●
【
卜

志 －卜②唾

＝ “剥醐

マママ守

堯

剥

針唾ロマ尋画、凶c,』
。守の母マ②卜掛射
的叶亟”園べ繭①
の醐卜⑳画唾亜一⑩

－の針①r，の卜夷①
⑦cq討唾母針ま冨
圃戸、の~での迄
■・の車引①四掴椚
噸唄司皿射のの庭In
厘ご轍”司日、
轍惚謡寝②1国
裏舌澄塔の眼車繊匹
荻湿車画一■号間.程
努幹等骨蝋芯洛
爾÷な車褒ロ塩へ
ロトJ博謁ヨ毎秒

lJ釦ヨ参芯凹掴毎
ユ底｡q骨トノ■丑
｡dロ1Jソヨ』尋剰e
u画二塩1J鯛のl純
畠幅い扉w』以僚斌
扉一急以由』覇室閏浸
劃毎画塩《目迩以葬弾覗舎
滝一厘環包以塩創田壷剖
幻過仁監尋室群随頃個囲
や田圃駁毎討辱劃超超凶墓
画、剰司e慨劃畦側悩得蝉
以両Y，陳凶乾壷幽凶頭罫埋
組醐巾間侭画鉦悩■侭画、司
側唾、、碁浬卜側薯綴裂国踊
固くq田詞温尋謹醐浬滝尋割揮浬浬鍾
馨一切c,J蘭司宙唾■固司侭再現翻蜂亟
翻富頃色豊日唄韓蚤

Nへ鍾

参心⑳ロ5佃宮⑳
役1旨の露鐘竃塵い
うヨー唄牌、一－

星望亜無湛く

義範幽マ暁署過贈
りノS院計竪戟国ユ
キ園筆展伸劃硬噸暉や
一

一鐘一言の妖導畳型

龍剥尋Na罫骨禍勝
匝Eに，討赦一割亜筍壌
惚侭1貝饗画宜部画
康針．CQ《pま斑P墜穐く
骨の画画cw姫翼ユ＝へ芸畠
似卜⑳⑮亜溜車｡e尋国唯
遡鰐のべ画亟卜柑鴎￥輝奴司再砿
猟司司亟”の塒幽樺一一蚤③藁
掛r、c,J針aqN毎画岳吹陸
、鹿叶矼’⑦卜刻N幻’0mのe配
亜鎭⑩トトの鹸卜国や、の暖画一
長め漣t－①門1J雷的の裁く②箇
収掛挙”喜べユ鞭旛司里函の函
御←弓べ塵マ，4［如唾侭寸辱垂l
ミト逆縄塞卜′￥尋剰犀マ濁晴雷竃澤
幻の皿か4M丑二国一・hJ叶勘一劃一如き
埜司侭軍幽過口整直』目､1国の尋密室
判翌室画侭型匡砿翠④e霧裡S詞
一Y，へ葛一群調4N斑国揮国①箪司認＆の
型巾の,'〈雪縦観風eN山一詞e玉亜
S，・壗毒筆極露出変玲艀葬糎渇報9，』
中田o浴か雇斌浬骨鋸一尋超超お宝這這割一
一回Z‐6，胃坦輯麗代射、一語竃夢広停§､J侭謄
海一一謡鞠個韓一一趣型

＞

-122-


